
蒙
古
合
戦
と
「
神
風
」

│
│
用
語
「
神
風
」
の
使
用
実
態
を
め
ぐ
っ
て
│
│竹

居

明

男

は
じ
め
に
│
問
題
の
所
在
│

鎌
倉
時
代
後
期
の
、
蒙
古
合
戦
（
い
わ
ゆ
る
元
寇＝

文
永
・
弘
安
の
役
）
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
連
の
合
戦
の
背
景
・
経
過
・
影
響
の
み

な
ら
ず
、
社
会
史
的
・
文
化
史
的
意
義
等
、
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
史
な
い
し
世
界
史
的
視
野
か
ら
の
位
置
付
け
等
々
、
こ
れ
ま
で
に
膨
大
な

研
究
蓄
積
が
あ
る
。

小
稿
は
、
そ
の
中
で
、
文
永
・
弘
安
の
役
（
以
下
、
文
永
合
戦
・
弘
安
合
戦
の
表
記
を
用
い
る
）
の
２
度
の
合
戦
に
お
い
て
襲
来
軍
の

撃
退
に
大
き
な
影
響
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
気
象
状
況
、
す
な
わ
ち
古
来
喧
伝
さ
れ
て
き
た
「
神
風
」
の
問
題
に
絞
っ
て
論
じ
る
も
の
で

あ
る
。

※
以
下
、
小
稿
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
八
日
に
行
な
っ
た
日
本
宗
教
文
化
史
学
会
第
十
八
回
大
会
（
於
京
都
府
立
大
学
）

の
記
念
講
演
「
鎌
倉
時
代
後
期
の
天
神
信
仰
・
二
題
│
「
天
神
信
仰
編
年
史
料
集
成
続
編
（
稿
）」
作
成
作
業
か
ら
│
」
の
う

ち
の
「
二
、
蒙
古
襲
来
と
「
神
風
」
│
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
関
係
史
料
と
、
そ
の
位
置
│
」
に
基
づ
い
て
成
稿
し
た
も
の
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で
あ
る
が
、
本
体
を
な
す
史
料
提
示
の
箇
所
は
、
か
な
り
の
増
補
と
わ
ず
か
の
訂
正
を
ほ
ど
こ
し
た
。
末
尾
の
参
考
文
献
も
、

上
記
講
演
以
後
の
も
の
を
含
め
、
追
加
し
て
い
る
。
な
お
小
稿
で
は
、
蒙
古
合
戦
以
前
に
広
く
使
用
が
認
め
ら
れ
る
「
神
風

（
か
む
か
ぜ
、
か
み
か
ぜ
）」
の
原
義
に
つ
い
て
は
大
方
省
略
し
て
い
る
の
で
、
各
種
の
事
典
類
を
参
照
さ
れ
た
い
。

さ
て
蒙
古
合
戦
を
め
ぐ
る
「
神
風
」
の
問
題
と
言
え
ば
、
従
来
の
研
究
は
ほ
ぼ
例
外
無
く
、「
神
風
」
と
称
さ
れ
た
気
象
現
象
の
有
無

│
と
り
わ
け
、
そ
れ
ら
が
「
台
風
」
か
否
か
│
の
判
定
が
第
一
で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
の
判
定
結
果
に
基
づ
い
て
両
度
の
合
戦
の
実
相
を

探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
気
象
現
象
そ
の
も
の
が
何
時
か
ら
「
神
風
」
と
称
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
「
神
風
」
な
る
用
語
は
実
際

ど
の
程
度
使
用
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
各
種
の
史
料
に
則
し
て
究
明
し
た
も
の
は
意
外
に
も
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。そ

う
し
た
現
状
の
結
果
、
例
え
ば
、
昨
年
平
成
二
十
九
年
に
放
映
さ
れ
た
あ
る
民
放
テ
レ
ビ
番
組
で
は
、
江
戸
時
代
以
前
で
は
『
大
日

本
史
』
の
「
大
風
」
表
記
に
言
及
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
明
治
・
大
正
時
代
の
教
科
書
に
も
見
え
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

は
、
す
で
に
指
摘
の
あ
る
初
見
史
料
や
、
以
下
の
小
稿
で
示
す
作
業
結
果
と
は
明
ら
か
に
齟

が
生
じ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
（
ち
な
み

に
大
正
九
年
の
『
尋
常
小
学
国
史
』
に
は
「
神
風
」
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
）。

一
方
、
そ
れ
と
は
逆
に
、
事
典
類
で
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
「
二
度
に
わ
た
る
蒙
古
襲
来
が
い
ず
れ
も
暴
風
に
よ
り
退
け
ら
れ
た
と
こ
ろ

か
ら
、
こ
の
暴
風
を
神
威
の
現
れ
と
み
て
、
神
風
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。」、
あ
る
い
は
「
神
々
の
参
戦
を
示
す
「
神
風
」
の
所
為
と

み
な
さ
れ
た
」（
山
川
出
版
社
版
『
日
本
思
想
史
辞
典
』）
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
が
書
か
れ
て
お
り
、
二
度
の
合
戦
後
間
も
な
く
か
ら
「
神

風
」
の
語
が
普
及
し
て
い
っ
た
か
の
よ
う
に
も
読
め
て
し
ま
う
が
、
こ
う
い
う
記
述
も
根
拠
を
明
示
し
た
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
曖
昧

さ
は
拭
え
な
い
。
こ
う
し
た
、
言
わ
ば
両
極
端
の
説
明
は
、
上
記
の
よ
う
な
研
究
上
の
エ
ア
・
ポ
ケ
ッ
ト
の
結
果
で
あ
り
、
結
論
を
先
取

り
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
実
態
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
の
が
以
下
に
展
開
す
る
私
見
で
あ
る
。
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繰
り
返
し
に
な
る
が
、
小
稿
は
、
そ
う
し
た
従
来
の
研
究
上
の
エ
ア
・
ポ
ケ
ッ
ト
に
着
目
し
、
蒙
古
合
戦
を
め
ぐ
る
「
神
風
」
の
用
語

の
使
用
実
態
に
つ
い
て
、『
伏
敵
編
』
を
始
め
従
来
の
諸
研
究
の
成
果
に
導
か
れ
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
史
料
を
博
捜
し
た
結
果
を
提
示

す
る
の
が
主
た
る
目
的
で
あ
る
が
、
今
回
提
示
し
得
た
史
料
は
公
刊
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て

お
き
た
い
。

し
た
が
っ
て
小
稿
は
、
二
度
の
合
戦
に
際
し
て
の
「
大
風
」・「
暴
風
」
現
象
自
体
の
有
無
や
合
戦
の
結
果
と
の
関
わ
り
、
ま
た
、
そ
れ

が
「
台
風
」
か
否
か
を
、
文
献
批
判
な
ら
び
に
気
象
学
上
か
ら
問
う
よ
う
な
議
論
に
は
深
入
り
し
な
い
が
、
記
述
の
前
提
と
し
て
簡
潔
に

振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

私
見
で
は
、
ま
ず
二
度
目
の
弘
安
合
戦
に
際
し
て
は
、
諸
史
料
に
よ
っ
て
「
台
風
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
研
究
史
上
、
早
く
か
ら
広
く

認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
合
戦
の
経
過
の
焦
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）

七
月
七
日
、
東
路
軍
及
び
江
南
軍
先
遣
隊
、
平
戸
に
到
り
、
江
南
軍
主
力
と
合
流
。

七
月
二
十
七
日
、
江
南
・
東
路
両
軍
、
平
戸
か
ら
鷹
島
に
移
る
。

閏
七
月
一
日
（
元
で
は
八
月
一
日
）
未
明
、
台
風
が
通
過
し
、
元
船
が
漂
没
す
る
。

な
お
付
言
す
る
な
ら
ば
、『
勘
仲
記
』
の
増
補
史
料
大
成
本
に
欠
け
て
い
た
弘
安
四
年
閏
七
月
一
日
条
と
二
日
条
の
前
半
が
、
近
年
刊

行
さ
れ
た
史
料
纂
集
本
で
明
ら
か
と
な
り
、
前
者
の
閏
七
月
一
日
条
に
は

雨
降
、
参
祖
母
禅
尼
、
入
夜
暴
風
大
雨
如
沃
如
叩
、
終
夜
不
休
、
匪
直
也
事
也
、

と
見
え
、
ま
た
後
者
に
よ
っ
て
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た

去
夜
〔
夕
の
１
字
を
抹
消
〕
終
夜
風
雨
太
、
今
日
天
気
快
晴
、
神
鑑
炳
焉
之
至
、
勅
願
成
熟
之
基
也
、
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と
い
う
記
事
が
閏
七
月
二
日
の
記
事
で
あ
る
こ
と
が
、
よ
り
明
白
と
な
り
、
閏
七
月
一
日
夜
か
ら
二
日
に
か
け
て
京
都
で
も
「
暴
風
雨
」

が
観
測
さ
れ
た
こ
と
は
、「
台
風
」
説
を
一
層
補
強
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

さ
て
次
に
、
古
来
問
題
と
さ
れ
て
き
た
の
は
一
度
目
の
文
永
合
戦
で
、
合
戦
の
経
過
の
焦
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）

十
月
十
九
日
（
太
陽
暦
十
一
月
二
十
五
日
）、
元
軍
が
博
多
湾
に
侵
入
し
、
艦
船
を
集
結
さ
せ
る
。

十
月
二
十
日
（
同
上
十
一
月
二
十
六
日
）、
早
朝
に
元
軍
が
次
々
に
上
陸
開
始
。

十
月
二
十
一
日
（
同
上
十
一
月
二
十
七
日
）、
遠
征
軍
の
艦
船
、
博
多
湾
か
ら
姿
を
消
す
。

十
一
月
二
十
七
日
、
日
本
遠
征
軍
の
敗
残
兵
、
合
浦
に
帰
還
。

こ
う
し
た
経
過
に
関
し
て
、
遠
征
軍
の
敗
因
と
し
て
、
何
ら
か
の
暴
風
が
吹
い
た
の
か
ど
う
か
、
ま
た
、
吹
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

「
台
風
」
な
の
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
こ
の
点
に
、
新
た
な
知
見
を
加
え
る
能
力
は
私
に
は

な
い
が
、
私
な
り
に
研
究
史
を
た
ど
っ
て
み
た
限
り
で
は
、
旧
暦
十
月
二
十
日
の
未
明
に
（
一
説
に
は
、
二
十
日
の
夜
か
ら
二
十
一
日
に

か
け
て
、
遠
征
軍
が
博
多
湾
か
ら
「
自
主
撤
退
」
し
、
湾
外
の
ど
こ
か
│
壱
岐
、
対
馬
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
地
域
│
に
撤
退
中
に
）、

台
風
で
は
な
い
が
、
季
節
は
ず
れ
の
低
気
圧
に
よ
る
暴
風
（
突
風
）
が
吹
い
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
し
か
し
、
そ
れ
が
遠
征
軍
の
決
定
的

な
敗
因
と
は
言
え
な
い
、
と
い
う
の
が
最
も
穏
当
な
説
と
判
断
し
て
い
る
。
後
に
引
用
す
る
『
勘
仲
記
』
文
永
十
一
年
十
一
月
六
条
の
記

事
は
、
や
は
り
無
視
で
き
な
い
と
考
え
る
。

で
は
、
以
上
を
前
提
に
、
次
に
文
永
・
弘
安
両
合
戦
の
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
、
上
記
の
問
題
意
識
に
基
づ
い
た
調
査
結
果
を
提
示
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。
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一
、
文
永
合
戦
と
「
大
風
」・「
暴
風
」（「
神
風
」）

ま
ず
、
文
永
合
戦
に
お
い
て
何
ら
か
の
「
暴
風
（
大
風
）」
が
あ
っ
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
史
料
、
及
び
、
そ
れ
に
準
じ
る
史
料
の

該
当
記
事
を
抜
粋
し
て
提
示
す
る
。
な
お
今
回
の
作
業
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
文
永
合
戦
そ
の
も
の
に
言
及
の
無
い
史
料
は
論
外

と
し
て
も
、
文
永
合
戦
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
暴
風
（
大
風
）
の
類
に
は
全
く
言
及
の
な
い
史
料
に
つ
い
て
も
網

羅
を
期
し
、
そ
れ
ら
は
史
料
名
の
み
を
掲
載
し
た
。

史
料
の
配
列
は
年
代
順
を
心
が
け
た
が
、
古
記
録
・
古
文
書
以
外
の
典
籍
類
に
つ
い
て
は
、
成
立
年
代
未
詳
の
も
の
も
少
な
く
な
く
、

厳
密
な
年
代
順
に
は
必
ず
し
も
な
っ
て
い
な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
諒
と
さ
れ
た
い
。
史
料
自
体
の
遺
漏
等
も
含
め
、

識
者
の
御
示
教
を
待
っ
て
今
後
と
も
補
正
を
期
す
所
存
で
あ
る
。

な
お
（

）
内
は
引
用
の
典
拠
で
、
記
事
中
の
〈

〉
内
は
原
文
に
お
い
て
小
字
ま
た
は
小
字
割
注
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

ま
た
「
神
風
」
表
記
が
有
る
史
料
の
名
称
に
は
通
し
番
号
と
◆
の
記
号
と
を
付
し
た
。

な
お
ま
た
、
以
上
の
諸
点
は
次
項
の
弘
安
合
戦
の
場
合
も
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

・『
勘
仲
記
』
文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）
十
一
月
六
日
条
（
史
料
纂
集
）

或
人
云
、
去
比
、
凶
賊
船
数
万
艘
浮
海
上
、
而
俄
逆
風
吹
来
、
吹
帰
本
国
、
少
々
船
又
馳
上
陸
上
、
仍
大
鞆
郎
従
〔
式
部
大
夫
│

傍
書
〕
等
凶
賊
五
十
余
人
許
令
虜
掠
之
、
皆
搦
置
彼
輩
等
、（
以
下
、「

」
内
は
裏
書
）「
六
日
下
、
召
具
之
、
可
令
参
洛

云
々
、
逆
風
事
、
神
明
之
御
加
被
歟
、
無
止
事
可
貴
、
其
憑
不
少
者
也
、
近
日
内
外
法
御
祈
、
諸
社
奉
幣
連
綿
、
無
他
事
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云
々
、」

①
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
十
二
月
三
日
付
官
宣
旨
（
薩
摩
国
天
満
宮
古
文
書
写
、
薩
藩
旧
記
前
編
巻
七
。
新
修
国
分
寺
の
研
究
第
六

巻
。
鎌
倉
遺
文
に
も
一
二
一
六
三
号
と
し
て
掲
載
）
◆

左
弁
官
下
大
宰
府

応
令
管
薩
摩
国
造
進
当
国
天
満
宮
并
国
分
寺
事

右
、
得
彼
宮
寺
所
司
等
去
月
日
奏
状

、
…
…
所
奉
敬
天
満
天
神
者
観
音
化
身
、
大
聖
観
世
音
又
大
自
在
天
神
御
本
体
也
、
然
者

云
天
満
宮
、
云
国
分
寺
、
不
可
不
被
造
営
歟
、
就
中
蒙
古
凶
賊
等
来
着
于
鎮
西
雖
令
致
合
戦
、
神
風
荒
吹
、
異
賊
失
命
、
乗
船
或

沈
海
底
、
或
寄
江
浦
、
是
則
非
霊
神
之
征
伐
、
観
音
之
加
護
哉
、
向
後
梟
悪
之
輩
永
絶
、
顕
天
下
安
穏
泰
平
之
条
、
不
可
有
疑

歟
、
望
請
官
裁
、
且
任
先
例
、
且
准
傍
例
、
依
院
宣
并
国
司
領
状
、
当
国
天
満
宮
并
国
分
寺
以
下
可
令
造
営
之
由
、
被
下
宣
旨

者
、
弥
仰
政
道
之
貴
、
将
致
公
家
・
武
家
御
祈
祷
之
忠
勤
者
、
権
中
納
言
藤
原
朝
臣
資
宣
宣
、
奉
勅
、
依
請
者
、
府
宜
承
知
、
依

宣
行
之
、

建
治
元
年
十
二
月
三
日

大
史
小
槻
宿
禰
〈
在
判
〉

右
少
弁
平
朝
臣
〈
御
判
〉

②
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
正
月
付
大
宰
府
庁
下
文
（
薩
摩
国
天
満
宮
古
文
書
写
、
薩
藩
旧
記
前
編
巻
七
。
新
修
国
分
寺
の
研
究
第
六

巻
。
鎌
倉
遺
文
に
も
一
二
二
一
二
号
と
し
て
掲
載
）
◆

下

薩
摩
国
雑
掌

可
早
任

宣
旨
状
、
令
当
国
造
進

天
満
宮
并
国
分
寺
事

右
、
去
年
十
二
月
三
日

宣
旨
今
年
正
月
廿
二
日
到
来
、
応
令
管
薩
摩
国
造
進
天
満
宮
并
国
分
寺
事
、
右
、
得
彼
宮
〔
寺
、
脱
〕
所
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司
等
去
〔
五
│
遺
文
〕
月
日
奏
状

、
…
…
所
奉
敬
天
満
天
神
者
観
音
御
化
身
、
大
聖
観
世
音
又
大
自
在
天
神
御
本
体
也
、
然
者
云

天
満
宮
、
云
国
分
寺
、
不
可
不
被
造
営
歟
、
就
中
蒙
古
凶
賊
等
来
着
于
鎮
西
雖
令
致
合
戦
、
神
風
荒
吹
、
異
賊
失
命
、
乗
船
或
沈
海

底
、
或
寄
江
浦
、
是
則
非
霊
神
之
征
伐
、
観
音
之
加
護
哉
、
向
後
梟
悪
之
輩
永
絶
、
顕
天
下
安
穏
泰
平
之
条
、
不
可
有
疑
歟
、
望
請

官
裁
、
且
任
先
例
、
且
准
傍
例
、
依
院
宣
并
国
司
領
状
、
当
国
天
満
宮
并
国
分
寺
以
下
可
令
造
営
之
由
、
被
下
宣
旨
者
、
弥
仰
政
道

之
貴
、
将
致
公
家
・
武
家
御
祈
祷
之
忠
勤
者
、
権
中
納
言
藤
原
資
宣
宣
、
奉

勅
、
依
請
者
、
府
宜
承
知
、
依
宣
行
之
者
、
早
任

宣
旨
之
状
、
可
令
造
進

天
満
宮
并
国
分
寺
状
、
所
仰
如
件
、

建
治
二
年
正
月

日

執
行
藤
原
朝
臣

権
大
監
大
中
臣
朝
臣
〈
在
判
〉

（
以
下
一
九
名
、
省
略
）

・
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
十
月
の
日
蓮
「
瀧
泉
寺
申
状
（
正
し
く
は
陳
状
）」（
昭
和
定
本
日
蓮
遺
文
全
集
）

聖
人
在
国
、
日
本
国
之
大
喜
、
蒙
古
国
之
大
憂
也
、
駈
催
諸
龍
、
敵
舟
沈
海
、
仰
付
梵
釈
召
取
蒙
王
、

③
日
向
『
金
綱
集
』
第
十
二
・
雑
録
（『
金
沢
文
庫
研
究
』
第
三
一
一
号
に
よ
る
）
◆

異
賊
襲
我
国
事

（
中
略
）

同
（
文
永
）
十
一
年
十
月
…
…
廿
日
〈
辰
尅
〉、
少
郷
入
道
覚
恵
・
…
…
・
菊
池
次
郎
、
九
国
御
家
人
等
馳
集
令
合
戦
之
間
、
両
方

死
輩
不
知
其
数
、
及
酉
尅
九
国
軍
兵
引
退
処
入
夜
三
百
余
騎
ノ
軍
兵
出
来
、
白
�
（
鉾
カ
）
梅

暗
空
〈
二
ア
リ
〉、
仍
蒙
古
人
同

廿
一
日
〈
卯
尅
〉、
悉
退
散
畢
、
…
…
同
廿
一
日
、
住
吉
第
三
神
殿
〈
ヨ
リ
〉
鏑
ノ
声
シ
テ
西
ヲ
指
シ
テ
行
、

有
人
夢
見
、
北
野
天
神
御
歌
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神
風
仁
蒙
古
賀
船
和
散
波
亭
歟多
々

底
之
ミ
歟花
久
津
登
成
曽
宇
礼
志
幾

④
安
房
妙
法
寺
本
『
雑
録
』（『
金
沢
文
庫
研
究
』
第
三
一
一
号
）
◆

蒙
古
国
〈
并
〉
新
羅
国
高
麗
百
済
賊
来
事

（
中
略
）

第
九
十
代

一

今
上
御
時
（
亀
山
天
皇
）、
筑
前
国
博
多
箱
崎
賊
来
事
、

国
王
十
一
代
間
、
他
国
ヨ
リ
我
朝
賊
来
事
十
八
度
、
其
内
蒙
古
人
ハ
十
度
、
或
人
夢
見
、
北
野
天
神
御
歌
、

シ

神
風
ニ
モ
ウ
コ
ノ
船
ハ
チ
リ
ハ
テ
ゝ
ソ
コ
ノ
ミ
ク
ツ
ト
ナ
ル
ソ
ウ
レ◦

キ
、
住
吉
第
三
神
殿
ヨ
リ
鏑
ノ
声
ノ
西
ヲ
サ
シ
テ
行

ヌ
、
是
即
凡
夫
ノ
力
二
非
ス
、
仏
神
御
助
ナ
リ
ト
云
、
白
鉾
ハ
八
幡
大
菩
薩
宇
佐
、
梅
鉾
ハ
北
野
天
神
安
楽
寺
と
云
々
、

・
乾
元
二
年
（
一
三
〇
三
）
四
月
付
肥
前
河
上
社
座
主
弁
髪
解
状
（
肥
前
河
上
神
社
文
書
。
鎌
倉
遺
文
二
一
四
七
〇
号
）

文
永
弘
安
之
今
者
、
施
風
雨
之
神
変
而
摧
幾
多
之
賊
船
於
波
濤
、

・
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
七
月
付
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
所
司
神
官
等
申
状
（
薩
摩
国
天
満
宮
古
文
書
写
、
薩
藩
旧
記
前
編
巻
七
。

新
修
国
分
寺
の
研
究
第
六
巻
。
鎌
倉
遺
文
に
も
二
七
八
一
九
号
と
し
て
掲
載
）

薩
摩
国

天
満
宮
・
国
分
寺
所
司
神
官
等
謹
解

申
進
申
□
□
〔
文
事
カ
〕

請
殊
早
被
経
御

奏
聞
、
且
任
先
例
、
且
依
興
行
御
徳
政
法
、
被
造
□
〔
畢
カ
〕
当
宮
并
国
分
寺
堂
塔
等
、
弥
耀

神
威
、
奉
祈

天
長
地
久
□
〔
御
〕
願
子
細
状

副
進一

通

宣
旨
〈
建
治
元
年
十
二
月
□
〔
三
〕
日
可
造
営
当
寺
社
由
事
〉
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（
中
略
）

一
通

大
府
宣
〈
建
治
二
年
正
月
日
当
寺
社
造
営
事
〉

（
中
略
）

此
外
雖
多
、
数
通

上
宣
等
、
且
備
進
之
、

一
、
天
満
宮
并
国
分
寺
往
古
子
細
当
時
次
第
事

右
、
謹
考
旧
規
、
当

宮
者

天
満
大
自
在
天
神
垂
跡
之
地
也
、
天
暦
皇
朝
被
下
官
苻
〔
符
〕、
号
分
補

安
楽
寺
、
…
…
是
則
天

下
無
双
之
御
廟
、
国
中
第
一
之
大
社
故
也
、
就
中
、
異
国
御
祈
祷
事
致
精
誠
可
勤
行
之
由
、
就
被
下

度
々

院
宣
於
安
楽
寺
、
云

当
社
、
云
安
楽
寺
、
雖
異
名
異
依
、
為
一
体
分
身
之
霊
神
、
当
社
祠
官
等
抽
無
二
丹
誠
依
奉
祈
祷
、
去
文
永
年
中
蒙
古
凶
賊
等
雖
令

襲
来
鎮
西
、
依
不
堪
神
戦
、
或
捨
乗
船
沈
海
底
、
希
令
存
命
、
雖
有
凶
賊
之
、
終
不
遂
合
戦
之
本
意
、
空
逃
帰
畢
、
…
…
（
こ
の
間

に
弘
安
の
役
の
記
事
あ
り
。
次
項
に
掲
載
）
…
…
、
此
等
子
細
見
聞
之
輩
、
莫
不
貴
御
廟
之
威
徳
、
爰
当
宮
并
国
分
寺
当
〔
マ
マ
〕

塔
等
者
、
自
往
昔
為
国
衙
之
所
役
、
加
修
理
、
小
破
及
大
破
之
時
者
令
造
替
之
条
、
先
例
炳
焉
也
、
…
…
幸
今
如
承
及
者
、
可
被
興

行
諸
国
々
分
寺
等
之
由
、
被
行
御
徳
政
旨
風
聞
、
是
則

天
満
大
自
在
天
神
并
大
聖
観
世
音
菩
薩
御
威
光
、
新

朝
家
安
穏
御
祈
祷

令
成
就
故
也
、
望
請
恩
裁
、
早
被
経

御
奏
聞
、
且
依
先
例
、
且
任
興
行
法
、
当

宮
并
国
分
寺
以
下
堂
塔
等
、
任
損
色
注
文
旨
、

被
造
畢
、
日
祀
月
祭
之
勤
、
式
日
無
懈
怠
、
弥
振

神
威
、
吾
朝
鎮
護
之
□
不
愆
、
異
国
自
帰
皇
化
、
三
韓
貢
献
跡
無
絶
、
仍
勒
在

状
、
以
解
、

元
亨
元
年
七
月

執
行
貫
首
大
蔵

都
維
那
大
法
師
澄
範
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寺
主
大
法
師

厳
種

（
以
下
、
略
）

・『
西
大
勅
謚
興
正
菩
薩
行
実
年
譜
』
文
永
十
一
年
条
（
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
）

自
西
国
注
進
曰
、
十
一
月
五
日
亥
刻
、
猛
風
頻
吹
、
蒙
古
大
船
一
百
余
艘
沈
没
海
中
、
即
奏
其
事
、
天
顔
大
悦
、
延
請
菩
薩
、
以

加
優
償
、

・『
続
史
愚
抄
』
文
永
十
一
年
十
月
二
十
日
条
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

異
国
兵
船
二
百
余
艘
忽
漂
没
、
其
余
悉
逃
亡
、
…
…
非
人
間
所
覃
、
神
明
化
現
歟
、
…
…
〈
一
代
要
記
・
長
者
補
任
・
歴
代
最
要

・
或
記
・
歴
代
編
年
・
如
是
院
年
代
〉、

・『
歴
代
皇
記
』
文
永
十
一
年
条
（
改
定
史
籍
集
覧
）

十
月
廿
日
、
…
…
賊
船
二
百
余
艘
漂
倒
、
神
威
力
云
々
、

・『
一
代
要
記
』
文
永
十
一
年
条
（
改
定
史
籍
集
覧
）

同
（
十
月
）
始
合
戦
、
…
…
爰
同
日
亥
刻
許
、
兵
船
二
艘
出
来
、
暗
天
合
戦
、
非
凡
慮
之
所
及
、
測
知
是
神
明
之
化
儀
也
、
即
異

国
軍
兵
退
散
、

・
嘉
吉
二
年
（
一
四
四
二
）
五
月
付
筥
崎
社
神
官
供
僧
等
申
状
（
筥
崎
宮
文
書
）

去
文
永
弘
安
両
度
異
賊
襲
来
之
時
、
…
…
被
致
種
々
祈
請
、
殊
被
専
当
社
御
造
替
祈
念
、
依
之
或
討
捕
数
輩
凶
徒
、
或
大
風
簸
異

賊
之
船
、
白
浪
曝
異
敵
之
骸
、

⑤
『
歴
代
鎮
西
要
略
』
三
（『
伏
敵
編
』
引
用
）
◆

文
永
十
一
年
…
…
十
月
廿
日
、
合
戦
於
筑
前
赤
坂
、
防
戦
数
回
云
々
、
…
…
十
一
月
（
マ
マ
）
廿
一
日
、
異
賊
之
艨
艟
、
為
我
神
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風
、
端
兵
所
敗
而
溺
海
殲
兮
、
大
将
軍
僅
免
而
退
、

・『
馭
戎
慨
言
』
下
之
巻
（
本
居
宣
長
全
集
）

さ
て
同
じ
き
（
文
永
）
十
一
年
十
月
五
日
に
、
蒙
古
の
船
お
ほ
く
む
ら
が
り
来
て
、
対
馬
の
浅
茅
が
浦
に
つ
き
て
、
あ
た
な
ふ
、

…
…
同
十
九
日
の
夜
、
筑
前
国
ま
で
せ
め
来
つ
る
を
、
あ
く
る
廿
日
の
日
、
筑
紫
の
も
の
ゝ
ふ
ど
も
お
ほ
く
出
て
戦
ひ
け
る
に

ぞ
、
あ
た
の
軍
み
だ
れ
て
退
き
ぬ
る
、
を
り
し
も
霜
月
廿
一
日
の
夜
、
雨
風
い
み
し
く
お
こ
り
て
、
其
船
ど
も
あ
ま
た
や
ぶ
れ
ぬ

る
は
、
も
は
ら
皇
神
た
ち
の
御
守
り
也
け
り
、
一
代
要
記
に
は
、
…
…

以
下
に
は
、「
文
永
の
役
」
の
記
事
が
有
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
暴
風
（
大
風
）」
の
類
の
記
載
が
無
い
史
料
の
名
称
の
み
を
、
概
ね

成
立
の
年
代
順
に
掲
載
し
て
お
く
。（

）
内
の
典
拠
は
、
一
部
の
史
料
の
み
に
と
ど
め
た
。

『
吉
続
記
』
文
永
十
一
年
十
月
二
十
七
日
条

文
永
十
一
年
十
一
月
一
日
付
関
東
御
教
書
案
（
東
寺
百
合
文
書
、
鎌
倉
遺
文
一
一
七
四
一
号
）

文
永
十
一
年
十
一
月
一
日
付
関
東
御
教
書
案
（
大
友
文
書
、
鎌
倉
遺
文
一
一
七
四
二
号
）

文
永
十
一
年
十
一
月
三
日
付
関
東
御
教
書
（
毛
利
家
文
書
、
鎌
倉
遺
文
一
一
七
四
三
号
）

『
竹
崎
季
長
絵
詞
』
上
（
日
本
絵
巻
大
成
）

『
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記
』
文
永
十
一
年
条

延
慶
二
年
六
月
日
付
肥
前
武
雄
社
大
宮
司
藤
原
国
門
申
状
案
（
肥
前
武
雄
神
社
文
書
、
鎌
倉
遺
文
二
三
七
二
一
号
）

『
八
幡
愚
童
訓
』
甲
本
（
日
本
思
想
大
系
）

『
太
平
記
』
巻
三
十
九
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
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『
保
暦
間
記
』
文
永
十
一
年
十
月
五
日
条

『
増
鏡
』
あ
す
か
川
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

『
諏
訪
大
明
神
絵
詞
』
上
（
続
群
書
類
従
）

『
菊
池
武
朝
申
状
』（
群
書
類
従
）

『
神
明
鏡
』
下

『
関
東
評
定
伝
』（
群
書
類
従
）

『
鎌
倉
年
代
記
』
裏
書
（
増
補
続
史
料
大
成
。
続
群
書
類
従
本
『
北
条
九
代
記
』
下
も
同
文
）

『
帝
王
編
年
記
』
文
永
十
一
年
十
一
月
六
日
条

『
善
隣
国
宝
記
』
巻
上
・
文
永
十
一
年
甲
戊
条

『
皇
年
代
略
記
』
文
永
十
一
年
条

『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
巻
五
（
続
々
日
本
絵
巻
大
成
）

『
如
是
院
年
代
記
』
文
永
十
一
年
十
月
二
十
日
条

『
東
寺
長
者
補
任
』
巻
三
・
文
永
十
一
年
条

『
興
福
寺
略
年
代
記
』（
続
群
書
類
従
）

『
続
本
朝
通
鑑
』
文
永
十
一
年
十
月
条

『
大
日
本
史
』
本
紀
・
文
永
十
一
年
十
月
二
十
日
条

『
北
肥
戦
誌
』
一
・
七

『
武
雄
社
本
紀
』（『
伏
敵
編
』
引
用
）
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『
国
史
略
』
巻
三

『
日
本
外
史
』
源
氏
後
記
北
条
氏

『
日
本
政
記
』
巻
十
一

『
対
馬
旧
記
』（『
古
事
類
苑
』
外
交
部
引
用
）

『
宗
家
譜
』（『
蛍
蠅
抄
』
引
用
。
年
代
を
「
弘
安
元
年
」
に
誤
る
）

『
菊
池
家
譜
』（『
蛍
蠅
抄
』
引
用
）

『
武
藤
少
弐
系
図
』（『
蛍
蠅
抄
』
引
用
）

『
室
左
近
将
監
親
善
申
状
』（『
蛍
蠅
抄
』
引
用
）

『
五
檀
法
記
』（『
蛍
蠅
抄
』
引
用
）

『
弘
安
記
』（『
蛍
蠅
抄
』
引
用
。
同
書
は
「
偽
作
」
と
す
る
）

二
、
弘
安
合
戦
と
「
大
風
」・「
暴
風
」（「
神
風
」）

前
項
と
同
様
の
基
本
方
針
の
も
と
、
本
項
で
は
、
弘
安
合
戦
に
際
し
て
の
「
大
風
（
暴
風
）」
に
関
す
る
史
料
の
該
当
記
事
を
成
立
年

代
順
に
掲
載
す
る
。
な
お
、
文
脈
上
、
厳
密
に
は
文
永
・
弘
安
両
度
の
合
戦
に
即
し
て
い
な
い
記
述
も
、
こ
の
項
に
配
列
し
た
。

・『
壬
生
官
務
家
日
記
抄
』
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
閏
七
月
十
一
日
条
（
元
寇
史
料
集
の
複
製
本
）

異
国
賊
船
去
一
日
夜
、
逢
大
風
大
略
漂
没
、
破
損
船
済
々
、
被
打
寄
之
由
、
鎮
西
飛
脚
一
昨
日
歟
到
来
之
間
、
上
下
大
慶
之
由
、
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謳
歌
者
也
、

・『
勘
仲
記
』
弘
安
四
年
閏
七
月
十
四
日
条
（
史
料
纂
集
）

自
宰
府
飛
脚
到
来
、
去
朔
日
大
風
動
波
、
賊
船
多
漂
没
云
々
、
…
…
今
度
事
神
鑑
炳
焉
之
至
也
、
天
下
之
大
慶
何
事
可
過
之
乎
、

匪
直
也
事
也
、
雖
末
代
猶
無
止
也
、
弥
可
尊
崇
神
明
・
仏
陀
者
歟
、

・『
異
国
襲
来
祈
祷
注
録
』（『
伏
敵
編
』
引
用
）

弘
安
四
年
…
…
、
注
進
状
云
、
神
託
畢
〈
亥
半
〉、
俄
自
東
方
雷
電
起
、
大
風
吹
、
大
雨
降
如
車
軸
、
波
浪
如
山
立
上
二
十
余
丈
、

数
万
船
中
振
動
漂
溺
、
其
数
万
船
、
破
損
摧
失
成
寸
尺
、
処
々
散
在
、
遺
賊
滅
亡
者
子
刻
、
船
之
破
損
者
丑
時
也
、〈
弘
安
四
年

七
月
九
日
注
進
〉、

・
弘
安
四
年
閏
七
月
十
七
日
付
宣
旨
（
勘
仲
記
同
日
条
、
鎌
倉
遺
文
一
四
四
〇
〇
号
）

去
夏
以
降
、
蒙
古
襲
来
、
…
…
雖
驚
九
州
官
軍
、
今
月
朔
日
暴
風
上
波
、
是
則
神

之
応
護
也
、
賊
船
定
漂
没
歟
、

・
弘
安
四
年
十
月
二
十
二
日
付
日
蓮
書
状
（
日
蓮
上
人
遺
文
、
鎌
倉
遺
文
一
四
四
九
一
号
）

去
後
七
月
十
五
日
御
消
息
、
同
二
十
比
到
来
、
…
…
去
後
七
月
御
状
之
内
云
、
鎮
西
に
は
大
風
吹
候
て
、
浦
々
島
々
破
損
船
充
満

之
間
、
…
…
云
云
、
…
…
秋
風
に
纔
水
敵
船
賊
船
な
ん
と
の
破
損
仕
て
候
を
…
…
、

・『
神
宮
禰
宜
等
注
進
状
』（
宮
地
直
一
『
神
道
史
』
中
に
よ
る
）

二
宮
末
社
風
社
宝
殿
鳴
動
自
二
十
七
日
及
三
ケ
日
、
今
二
十
九
日
暁
天
自
神
殿
発
出
赤
雲
一
陣
、
而
且
西
方
忽
起
大
風
、
而
倒
喬

木
矣
、
蓋
九
州
異
狄
今
明
日
之
間
歟
、
仍
以
言
上
如
件
、

・『
通
海
大
神
宮
参
詣
記
』（
続
群
書
類
従
）

去
ル
弘
安
四
年
六
月
、
…
…
通
海
（
法
、
脱
カ
）
印
又
院
宣
ヲ
承
テ
、
…
…
風
宮
神
ニ
祈
請
シ
申
ケ
ル
、
閏
七
月
一
日
、
巽
方
ノ

蒙古合戦と「神風」 ― ３８ ―



風
、
俄
ニ
発
テ
海
上
ニ
鳴
動
シ
、
霊
光
嚇

ト
シ
テ
、
異
賊
忽
ニ
漂
没
ノ
間
、
通
海
法
印
、
当
宮
ノ
冥
助
ト
存
シ
テ
、
…
…
去
弘

安
四
年
夏
ノ
比
、
…
…
御
祈
ヲ
承
テ
、
神
宮
ニ
参
シ
テ
、
鎮
ニ
懇
祈
ヲ
抽
テ
、
敵
国
ヲ
降
伏
ノ
処
ニ
、
飛
簾
風
ヲ
起
シ
テ
、
賊
船

忽
ニ
漂
泊
シ
、
陽
侯
浪
ヲ
ア
ケ
テ
、
群
兵
速
ニ
退
散
ス
、

・『
金
剛
仏
子
叡
尊
感
身
学
正
記
』
弘
安
四
年
条
（
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
）

（
七
月
）
廿
六
日
、
三
百
余
人
参
八
幡
宮
、
亥
時
発
願
、
…
…
潤
七
月
一
日
、
南
北
二
京
僧
五
百
六
十
余
人
、
集
会
宝
前
、
一
味

和
合
勤
行
、
叡
尊
説
戒
、
々
々
終
乍
恐
述
懐
、
即
以
平
城
御
宇
御
託
宣
、
訴
申
戎
難
、
於
大
菩
薩
、
以
東
風
、
吹
送
兵
船
於
本

国
、
不
損
来
人
、
焼
失
所
乗
之
船
御
云
云
、
即
不
久
大
風
吹
出
、
雷
鳴
声
発
、
向
西
而
去
、
存
神
諾
歟
、

・
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
三
月
二
十
八
日
付
太
政
官
牒
（
紀
伊
興
山
寺
文
書
、
鎌
倉
遺
文
一
八
一
三
四
号
。「
正
応
六
年
太
政
官
牒
」

の
名
で
続
群
書
類
従
に
も
収
載
）

弘
安
四
年
…
…
七
月
廿
九
日
暴
風
俄
起
、
異
国
賊
船
一
時
滅
亡
、
海
内
静
謐
、
都
鄙
開
眉
、
兼
日
之
霊
託
、
指
掌
乎
符
合
、

・
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
六
月
日
付
肥
前
武
雄
社
大
宮
司
藤
原
国
門
申
状
案
（
肥
前
武
雄
神
社
文
書
、
鎌
倉
遺
文
二
三
七
二
一
号
。
傍

訓
・
返
り
点
等
は
省
く
）

弘
安
亦
七
月
廿
九
日
〈
午
時
〉、
紫
旗
三
流
〔
出
│
傍
書
〕
自
上
宮
、
懸
飜
青
天
上
、
飛
行
賊
船
方
之
間
、
緇
素
驚
目
、
尊
卑
合

掌
畢
、
其
時
大
風
吹
賊
船
、
悉
漂
波
、
異
国
降
伏
之
霊
瑞
、
自
御
在
世
之
昔
、
迄
御
垂
跡
之
今
、
掲
焉
也
、
争
無
御
帰
敬
哉
、

〈
是
七
〉、

・『
八
幡
愚
童
訓
』
甲
本
（
日
本
思
想
大
系
）

後
七
月
九
日
ノ
戌
尅
ニ
、
西
国
ノ
早
馬
着
テ
申
ス
、
去
七
月
晦
日
ノ
夜
半
ヨ
リ
、
乾
ノ
風
唱
立
〔
ヲ
ビ
タ
ゝ
シ
〕
吹
、〔
閏
〕
七

月
一
日
ハ
、
賊
船
悉
漂
湯
〔
蕩
〕
シ
テ
海
ニ
沈
ヌ
、
…
…
ト
ゾ
馳
申
ス
、
…
…
異
賊
ヲ
亡
シ
日
本
ヲ
助
給
フ
ハ
、
大
菩
薩
守
リ
坐

― ３９ ― 蒙古合戦と「神風」



ス
故
ニ
、
風
ヲ
吹
セ
テ
敵
ヲ
摧
キ
、
数
万
ノ
賊
徒
悉
片
時
ノ
程
ニ
失
シ
ハ
、
致
神
威
所
ニ
テ
、
人
力
曾
不
煩
、
…
…
我
神
ノ
徳
風

遠
仰
テ
、
国
家
ノ
人
民
煩
ハ
ズ
、
神
功
皇
后
ハ
海
水
ヲ
上
ゲ
、
文
永
ニ
ハ
猛
火
ヲ
出
シ
、
弘
安
ニ
ハ
大
風
ヲ
吹
ス
、
水
火
風
ノ
三

災
、
劫
末
ナ
ラ
ネ
ド
出
来
テ
、
任
神
慮
自
在
也
、

⑥
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
七
月
付
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
所
司
神
官
等
申
状
（
薩
摩
国
天
満
宮
古
文
書
写
、
薩
藩
旧
記
前
編
巻
七
。

新
修
国
分
寺
の
研
究
第
六
巻
。
鎌
倉
遺
文
に
も
二
七
八
一
九
号
と
し
て
掲
載
。
以
下
に
は
、
前
項
で
掲
載
し
た
同
一
文
書
の
う

ち
省
略
し
た
箇
所
の
み
を
掲
載
す
る
）
◆

其
後
又
可
致
慇
懃
御
祈
祷
之
由
、
依
被
成
下
関
東
御
教
書
於
当
社
、
令
致
丁
寧
御
祈
祷
之
処
、
去
弘
安
四
年
凶
徒
等
令
来
着
之

刻
、
令
対
治
事
非
神
慮
之
征
伐
者
、
更
難
及
人
力
之
□
、
諸
人
仰
天
之
処
、
同
年
七
月
一
日
神
風
荒
吹
、
賊
船
漂
役
〔
没
〕、
賊

徒
一
時
滅
亡
、
是
則

天
満
大
自
在
天
神
御
征
伐
也
、

・『
元
亨
釈
書
』
巻
八
・
無
学
祖
元
伝
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

（
弘
安
）
四
年
…
…
春
夏
之
間
愽
多
擾
騒
、
而
一
風
纔
起
、
万
艦
掃
蕩
、
願
公
不
為
慮
也
、
果
海
虜
百
万
寇
鎮
西
、
風
浪
俄
来
、

一
時
破
没
、

・『
西
大
勅
諡
興
正
菩
薩
行
実
年
譜
』
弘
安
四
年
条
（
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
）

又
率
比
丘
僧
八
百
余
員
、
至
城
州
男
山
八
幡
宮
、
自
（
七
月
）
廿
五
日
、
至
閏
七
月
一
日
、
限
七
日
期
、
毎
日
二
時
、
開
八
百
座

仁
王
会
、
夜
分
修
愛
染
不
動
等
七
壇
護
摩
秘
法
、
…
…
閏
七
月
朔
、
当
期
満
日
、
山
嶽
震
動
、
殿
扉
自
開
八
宇
、
…
…
俄
而
猛
風

大
起
、
電
砕
雷
奔
大
雨
傾
河
、
於
是
在
会
緇
素
、
争
嘆
未
曾
有
、
当
是
時
、
西
海
浪
騰
二
十
余
丈
、
丘
（
兵
カ
）
船
数
万
一
時

没
、

・『
神
皇
正
統
記
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
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辛
巳
ノ
年
〈
弘
安
四
年
ナ
リ
〉
蒙
古
ノ
軍
オ
ホ
ク
船
ヲ
ソ
ロ
ヘ
テ
我
国
ヲ
侵
ス
、
筑
紫
ニ
テ
大
ニ
合
戦
ア
リ
、
神
明
、
威
ヲ
ア
ラ

ハ
シ
形
ヲ
現
ジ
テ
フ
セ
ガ
レ
ケ
リ
、
大
風
ニ
ワ
カ
ニ
オ
コ
リ
テ
数
十
万
艘
ノ
賊
船
ミ
ナ
漂
倒
破
滅
シ
ヌ
、
末
世
ト
イ
へ
ド
モ
神
明

ノ
威
徳
不
可
思
議
ナ
リ
、
誓
約
ノ
カ
ハ
ラ
ザ
ル
コ
ト
コ
レ
ニ
テ
ヲ
シ
ハ
カ
ル
ベ
シ
、

・『
保
暦
間
記
』
弘
安
四
年
閏
七
月
一
日
条
（
群
書
類
従
）

蒙
古
数
千
艘
ノ
船
ニ
乗
テ
寄
来
ル
、
大
風
吹
テ
舟
悉
ク
破
損
ス
、
本
朝
ノ
諸
神
顕
テ
御
合
戦
有
ケ
ル
ト
カ
ヤ
、
目
出
度
カ
リ
シ
事

也
、

⑦
『
増
鏡
』
老
の
な
み
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
◆

弘
安
も
四
年
に
な
り
ぬ
、
…
…
七
月
一
日
、
お
び
た
ゝ
し
き
大
風
吹
て
、
異
国
の
船
六
万
艘
、
つ
は
物
乗
り
て
筑
紫
へ
よ
り
た

る
、
み
な
吹
破
ら
れ
ぬ
れ
ば
、
或
は
水
に
沈
み
、
を
の
づ
か
ら
残
れ
る
も
、
泣
く
泣
く
本
国
へ
帰
り
に
け
り
、
石
清
水
社
に
て
大

般
若
供
養
の
い
み
じ
か
り
け
る
刻
限
に
、
晴
れ
た
る
空
に
黒
雲
一
村
に
は
か
に
見
え
て
た
な
び
く
、
か
の
雲
の
中
よ
り
、
白
羽
に

て
は
ぎ
た
る
鏑
矢
の
大
な
る
、
西
を
さ
し
て
飛
び
出
で
て
、
鳴
る
音
お
び
た
ゝ
し
か
り
け
れ
ば
、
か
し
こ
に
は
、
大
風
吹
く
る
と

つ
は
物
の
耳
に
は
聞
こ
え
て
、
浪
荒
だ
ち
海
の
上
あ
さ
ま
し
く
な
り
て
、
み
な
沈
み
に
け
る
と
ぞ
、
な
を
我
国
に
神
を
は
し
ま
す

事
、
あ
ら
た
に
侍
け
る
に
こ
そ
、
さ
て
為
氏
大
納
言
、
伊
勢
の
勅
使
の
ぼ
る
み
ち
、
申
を
く
り
け
る
、

勅
と
し
て
祈
る
し
る
し
の
神
風
に
よ
せ
く
る
浪
は
か
つ
く
だ
け
つ
ゝ
、

・『
諏
訪
大
明
神
絵
詞
』
上
（
続
群
書
類
従
）

同
六
月
廿
五
日
、
悪
風
俄
吹
来
て
、
彼
兵
舟
或
な
反
復
し
或
は
破
裂
し
て
、
軍
兵
皆
沈
没
す
、
適
々
船
具
料
板
ち
る
に
取
付
て
浮

び
出
る
輩
は
、
釘
か
す
が
い
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
、
白
刃
赤
肉
を
切
に
こ
と
な
ら
ず
、
…
…
凡
我
朝
は
神
国
也
、
澆
季
な
り
と
云
へ

ど
も
、
神
反
の
不
思
義
言
詞
も
翰
墨
も
及
び
が
た
し
、〔
年
月
日
は
問
題
が
あ
る
〕
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・『
太
平
記
』
巻
三
十
九
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

弘
安
四
年
…
…
八
月
十
七
日
…
…
兵
已
ニ
渡
中
（
ト
ナ
カ
）
ヲ
サ
シ
ゝ
時
、
サ
シ
モ
風
止
ミ
雲
閑
ナ
リ
ツ
ル
天
気
俄
ニ
替
テ
、
黒

雲
一
村
艮
ノ
方
ヨ
リ
立
覆
フ
ト
ゾ
見
ヘ
シ
、
風
烈
ク
吹
テ
逆
浪
天
ニ
漲
リ
、
雷
鳴
霆
（
ハ
タ
メ
イ
）
テ
電
光
地
ニ
激
烈
ス
、
大
山

モ
忽
ニ
崩
レ
、
高
天
モ
地
ニ
落
ル
カ
ト
ヲ
ビ
タ
ゝ
シ
、
異
賊
七
万
余
艘
ノ
兵
船
共
或
ハ
荒
磯
ノ
岩
ニ
当
テ
、
微
塵
ニ
打
碎
カ
レ
、

或
ハ
逆
巻
浪
ニ
打
返
サ
レ
テ
、
一
人
モ
不
残
失
ニ
ケ
リ
、
斯
リ
ケ
レ
共
、
万
将
軍
一
人
ハ
大
風
二
モ
放
タ
レ
ズ
、

・『
神
明
鏡
』
下
（
続
群
書
類
従
）

弘
安
四
年
七
月
七
日
、
皇
太
神
宮
ノ
禰
宜
荒
木
田
尚
良
、
豊
受
太
神
宮
ノ
禰
宜
度
会
ノ
貞
員
等
、
十
二
人
起
請
シ
テ
、
連
署
ヲ
捧

テ
上
奏
シ
ケ
ル
ハ
、
ニ
ノ
宮
末
社
風
ノ
社
宝
殿
鳴
動
シ
テ
、
六
日
ノ
暁
天
ニ
神
殿
ヨ
リ
赤
雲
一
村
立
出
、
天
耀
其
光
中
夜
叉
羅
刹

如
ナ
ル
鬼
神
顕
出
、
玉
嚢
ノ
結
緒
解
キ
、
大
風
口
ヨ
リ
出
テ
、
沙
漠
ヲ
揚
、
大
木
ヲ
吹
抜
ク
、
測
知
ヌ
異
敵
等
此
ノ
日
即
滅
亡
無

疑
、
…
…
異
敵
九
州
ヲ
ハ
我
住
ニ
シ
テ
、
此
日
七
万
余
艘
ノ
艨
艟
已
ニ
中
国
押
渡
ケ
ル
ニ
、
天
気
俄
ニ
替
テ
黒
雲
一
村
東
ノ
空
ニ

立
覆
ト
見
ヘ
シ
カ
、
悪
風
浪
ヲ
巻
、
雷
電
地
二
鳴
炮
シ
テ
、
七
万
余
艘
ノ
兵
船
木
葉
ノ
嵐
ニ
散
カ
如
、
天
揚
地
覆
、
岸
ニ
当
リ
浪

ニ
溺
、
三
百
七
十
万
騎
ノ
兵
共
一
時
ニ
海
底
藻
屑
ト
成
ニ
ケ
リ
、
…
…
神
国
ノ
奇
特
、
殊
ニ
此
時
顕
タ
リ
ト
申
モ
踈
也
、

・『
鎌
倉
年
代
記
』
裏
書
（
増
補
続
史
料
大
成
。
続
群
書
類
従
本
『
北
条
九
代
記
』
下
も
同
文
）

今
年
〈
弘
安
四
〉
七
月
、
…
…
同
卅
日
夜
、
閏
七
月
一
日
大
風
、
賊
船
悉
漂
到
、
死
者
不
知
幾
千
万
、

・『
伊
予
三
島
縁
起
』（
続
群
書
類
従
）

弘
安
四
年
、
…
…
請
思
円
坊
之
大
徳
、
初
一
七
日
、
於
八
幡
宮
拝
殿
、
偏
被
異
国
調
伏
、
閏
七
月
二
日
午
時
畢
程
、
日
中
御
結

願
、
大
風
雷
電
、
万
余
艘
、
鎮
西
博
多
澳
寄
来
、
日
本
無
勢
神
力
非
今
可
向
不
見
、
東
大
風
雷
電
襲
来
、
黒
雲
海
上
弥
布
、
海
水

天
上
、
其
日
子
尅
、
数
万
艘
敵
船
、
無
量
軍
兵
、
一
夜
内
失
、
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・『
金
玉
要
集
』
異
国
蒙
古
人
滅
給
事
（
長
沼
賢
海
『
日
本
文
化
史
の
研
究
』
に
よ
る
）

過
ニ
シ
弘
安
四
年
…
…
上
人
（
思
円
上
人
）
定
ヨ
リ
出
デ
、
…
…
壬
七
月
一
日
、
異
国
怨
敵
万
余
艘
、
鎮
西
ハ
カ
タ
ノ
奥
マ
テ
寄

セ
来
レ
リ
、
日
本
無
勢
ナ
リ
ケ
レ
バ
、
神
力
ニ
非
ヨ
リ
ハ
、
今
ハ
サ
テ
ト
思
合
ケ
ル
ニ
、
俄
ニ
東
大
風
雷
電
ヲ
ビ
タ
ゝ
シ
ク
来
、

黒
雲
海
上
ニ
弥
布
シ
テ
、
海
水
ヲ
天
ニ
上
ケ
レ
ハ
、
其
日
ノ
夜
子
尅
ニ
数
千
艘
ノ
敵
船
無
量
軍
兵
、
一
夜
之
内
ニ
失
ニ
ケ
リ
、

・『
予
章
記
』（
群
書
類
従
）

後
宇
多
院
ノ
御
宇
弘
安
四
年
蒙
古
襲
来
ス
、
…
…
夜
半
程
ニ
折
節
大
風
吹
テ
、
三
韓
ノ
船
共
悉
吹
被
帰
、
大
半
破
損
シ
浪
ニ
漂
ア

リ
、
島
陰
吹
寄
、
船
ニ
生
残
リ
タ
ル
者
ハ
降
ヲ
乞
ド
モ
不
赦
、
皆
被
殺
ケ
リ
、
委
ハ
愚
童
訓
ニ
見
エ
タ
リ
、
…
…

・『

嚢
抄
』（
伏
敵
編
）

当
寺
（
北
山
観
勝
寺
）
ノ
思
円
上
人
モ
蒙
勅
定
、
男
山
八
幡
宮
ニ
参
籠
シ
テ
秘
法
ヲ
行
ヒ
給
ケ
リ
、
…
…
七
月
一
日
悪
風
、
賊
船

悉
漂
蕩
シ
テ
、
凶
徒
皆
海
ニ
沈
ム
云
々
、

・『
善
隣
国
宝
記
』
巻
上
・
弘
安
四
年
辛
巳
条

※
元
亨
釈
書
・
神
皇
正
統
記
・
元
史
の
引
用
に
つ
き
、
掲
載
は
省
略
。

⑧
『
度
会
元
長
神
祇
百
首
自
注
』（
群
書
類
従
所
収
『
詠
太
神
宮
二
所
神
祇
百
首
和
歌
』）
◆

神
祇

神
風
ヤ
級
長
戸
彦
ノ
昔
ヨ
リ

四
方
ノ
夷
モ
治
ニ
ケ
リ

人
皇
九
十
代
帝
後
宇
多
之
御
時
、
弘
安
四
年
之
夏
、
…
…
為
降
伏
太
神
宮
へ
勅
使
ヲ
被
遣
、
其
旨
啓
白
之
処
ニ
、
飛
廉
風
発
テ
海

上
鳴
動
シ
、
神
威
ヲ
顕
シ
、
形
ヲ
現
シ
、
光
ヲ
放
シ
、

（
陽
）
侯
波
ヲ
上
シ
カ
バ
、
異
賊
忽
ニ
退
散
ス
、
是
則
別
宮
風
宮
之

神
、
科
長
津
彦
命
行
向
ヒ
玉
フ
ニ
ヤ
、
神
風
ト
云
義
モ
侍
也
、
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・『
天
台
座
主
記
』
第
八
十
九
世
公
豪
・
弘
安
四
年
条
（
増
補
天
台
座
主
記
）

閏
七
月
一
日
、
大
風
吹
起
、
賊
船
一
時
破
滅
、
凶
賊
不
残
沈
海
底
、
免
迯
帰
本
国
者
漸
三
人
云
云
、

・『
続
史
愚
抄
』
弘
安
四
年
閏
七
月
十
四
日
条
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

太
宰
府
駅
奏
、
去
一
日
大
風
動
逆
浪
、
蒙
古
兵
船
六
万
余
艘
忽
漂
没
、

・『
一
代
要
記
』
弘
安
四
年
条
（
改
定
史
籍
集
覧
）

同
（
閏
七
月
）
九
日
宰
府
飛
脚
到
来
云
云
、
朔
日
大
風
頓
吹
、
而
異
国
兵
船
悉
以
漂
没
了
、
是
併
神
明
之
霊
威
、
非
人
力
之
所
及

云
云
、

・『
関
東
評
定
伝
』（
群
書
類
従
）

弘
安
四
年
辛
巳
七
月
、
…
…
同
卅
日
夜
翌
日
閏
七
月
一
日
大
風
、
賊
船
悉
漂
洲
、
破
壊
海
陸
之
間
、

・『
歴
代
皇
記
』
弘
安
四
年
条
（
改
定
史
籍
集
覧
）

後
七
月
二
日
大
風
俄
吹
、
賊
船
一
時
破
滅
云
々
、
十
四
日
鎮
西
飛
脚
到
来
、
申
右
子
細
、
法
験
厳
重
云
々
、

・『
皇
年
代
略
記
』
弘
安
四
年
条
（
群
書
類
従
）

閏
七
一
大
風
俄
吹
、
賊
船
一
時
破
滅
、

⑨
『
百
合
若
大
臣
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

此
度
の
不
思
議
に
は
、
む
国
の
蒙
古
（
む
く
り
）
が
蜂
起
し
て
、
四
万

の
船
ど
も
に
、
多
く
の
蒙
古
取
り
乗
り
、
り
や
う
さ

う
と
く
わ
す
い
、
飛
ぶ
雲
と
走
る
雲
、
彼
四
人
が
大
将
に
て
、
筑
紫
の
博
多
に
船
を
寄
せ
、
攻
め
入
と
こ
そ
聞
え
け
れ
。
…
…
そ

も
我
朝
と
申
は
、
国
は
粟
散
辺
土
に
て
、
小
さ
し
と
申
せ
共
、
…
…
代
々
の
御
代
に
、
異
国
よ
り
九
夷
興
つ
て
欺
け
共
、
神
国
た

る
に
よ
り
つ
ゝ
、
亡
国
と
な
す
事
も
な
し
。
…
…
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其
中
に
と
つ
て
も
、
内
侍
所
の
御
託
宣
は
、
か
た
じ
け
な
ふ
ぞ
聞
え
け
る
。
…
…
「
蒙
古
が
向
か
ふ
日
よ
り
し
て
、
天
下
の
神

達
、
高
天
原
に
集
会
し
て
、
軍
評
定
と
り
�
�
也
。
し
か
り
と
は
申
せ
共
、
蒙
古
が
大
将
り
や
う
さ
う
が
諸
庁
に
放
つ
毒
の
矢

が
、
住
吉
の
召
さ
れ
た
る
神
馬
の
足
に
立
。
此
傷
癒
さ
ん
そ
の
た
め
に
、
神
の
戦
を
延
べ
ら
れ
た
り
。
こ
れ
に
よ
つ
て
九
夷
ど

も
、
力
を
得
た
り
と
攻
め
入
る
な
り
。
さ
れ
ど
も
、
彼
ら
が
振
舞
は
、
風
吹
か
ぬ
間
の
花
成
べ
し
。
急
ぎ
こ
の
度
凡
夫
の
戦
を
早

め
よ
。
神
も
向
か
は
せ
給
ふ
べ
し
。
凡
夫
の
戦
の
大
将
に
は
、
左
大
臣
が
嫡
男
に
百
合
若
大
臣
を
向
く
べ
き
な
り
。
…
…
」
と
神

託
有
て
、
神
は
上
が
ら
せ
給
ひ
け
り
。
…
…

都
を
立
て
其
日
は
、
…
…
王
城
の
鎮
守
を
始
め
奉
り
、
衣
冠
を
脱
ぎ
替
へ
鎧
を
召
し
、
清
麗
微
細
の
色
の
上
に
は
、
夜
叉
羅
神

の
形
を
現
じ
、
雲
に
乗
り
、
霞
に
乗
り
、
一
つ
は
国
家
を
守
ら
ん
た
め
、
又
は
氏
子
を
守
護
せ
ん
為
、
我
氏
子
わ
が
氏
子
、
形
に

影
の
添
ふ
ご
と
く
、
先
に
立
て
ぞ
守
ら
る
ゝ
。
さ
て
神
た
ち
の
議
に
よ
り
て
、
神
風
涼
し
く
吹
け
れ
ば
、
筑
紫
に
陣
取
る
蒙
古

共
、
こ
の
由
を
承
て
、「
今
度
は
ま
づ
�
�
引
け
や
」
と
て
、
四
万

に
取
り
乗
て
、
蒙
古
国
へ
ぞ
引
き
に
け
る
。
さ
て
こ
そ
天

下
も
穏
や
か
に
、
国
も
目
出
度
お
は
し
け
れ
。
…
…

…
…
筑
紫
へ
勢
を
ぞ
越
さ
れ
け
る
。
大
臣
殿
も
吉
日
を
選
び
、
御
出
で
と
こ
そ
聞
え
け
れ
。
…
…
さ
て
船
ど
も
の
艫
舳
に
は
、

五
色
の
幣
を
は
ぎ
た
て
て
、
神
風
涼
し
く
吹
き
け
れ
ば
、
魔
縁
魔
界
も
恐
る
べ
し
。
昔
の
譬
へ
を
引
く
と
き
は
、
神
功
皇
后
の
新

羅
を
攻
め
さ
せ
給
ひ
し
時
、
神
集
め
し
て
向
か
は
れ
し
も
、
か
く
や
と
思
ひ
知
ら
れ
た
り
。（
百
合
若
大
臣
の
奮
戦
。
一
旦
霧
に

遮
ら
れ
た
が
、「
神
の
力
」
を
仰
ぎ
、「
伊
勢
の
国
荻
吹
く
嵐
」「
住
吉
の
松
吹
く
風
」
に
た
ち
ま
ち
霧
が
消
え
る
）
四
万

に
取

り
乗
た
る
蒙
古
、
多
く
討
た
れ
て
、
僅
か
一
万
艘
に
な
る
。
さ
の
み
は
罪
に
な
る
べ
し
と
て
起
請
を
書
せ
助
け
置
き
、
本
地
へ
戻

さ
せ
給
ひ
て
、
日
本
は
戦
に
勝
ち
ぬ
と
て
、
八
万

の
船
内
の
喜
び
合
ふ
事
限
り
な
し
。

・『
続
本
朝
通
鑑
』
弘
安
四
年
八
月
庚
辰
条
（
国
書
刊
行
会
叢
書
）
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蒙
古
高
麗
之
戦
艦
過
赤
間
関
、
俄
而
大
風
起
、
逆
浪
巻
沙
、
而
鑑
悉
破
碎
、
蒙
古
人
高
麗
人
皆
溺
死
、

⑩
『
異
称
日
本
伝
』
巻
上
三
（
新
註
皇
学
叢
書
）
◆

今
按
、
元
世
祖
以
彊
胡
種
、
奮
三
世
之
余
烈
、
并
呑
中
国
、
嚢
括
四
海
、
乗
勢
欲
取
我
神
国
、
然
惟
此
一
事
終
世
不
能
、
徒
非
不

能
而
已
、
沈
溺
十
万
人
、
盗
賊
相
継
而
起
、
民
不
歹
生
、
故
終
罷
撃
日
本
、
於
是
天
下
後
世
、
知
我
朝
天
険
神
威
不
可
犯
、
日
本

豈
不
盛
哉
、
彼
撃
我
国
、
取
道
高
麗
、
…
…
而
不
能
合
兵
登
岸
、
可
憐
神
風
一
陣
、
破
滅
矣
、

・『
大
日
本
史
』
本
紀
・
弘
安
四
年
閏
七
月
条

甲
子
朔
、
…
…
是
日
大
風
、
有
黒
雲
覆
石
清
水
宮
、
有
白
羽
鳴
鏑
、
出
宮
西
去
、
…
…
十
四
日
丁
丑
、
太
宰
府
駅
奏
、
本
月
朔
、

大
風
、
元
軍
艦
悉
没
於
肥
前
鷹
島
」

・『
武
雄
社
本
紀
』（『
伏
敵
編
』
引
用
）

弘
安
四
年
…
…
八
月
（
マ
マ
）
一
日
、
大
風
鼓
海
、
洪
浪
踏
天
、
賊
船
漂
没
、
生
還
者
讒
三
人
、

・『
歴
代
鎮
西
要
略
』
三
（『
広
文
庫
』
の
引
用
に
よ
る
）

弘
安
四
年
八
月
朔
日
〈
或
曰
閏
七
月
朔
日
〉、
暴
風
大
扇
洪
波

天
、
煙
飛
雲
不
歛
、
雷
雨
如
暗
夜
、
蒙
古
之
艟
朦
数
千
艘
、
為

風
波
洲
石
被
碎
、
賊
徒
委
溺
死
、
生
得
帰
者
、
于
閭
万
五
等
、
僅
三
四
人
耳
、
我
兵
不
血
刃
、
而
鏖
蒙
古
数
十
万
、
是
信
我
朝
威

神
之
霊
験
也
云
々
〈
或
記
曰
、
弘
安
四
年
辛
巳
、
蒙
古
来
著
対
馬
島
、
遭
大
風
恐
ク
亡
ブ
ト
云
々
〉、
世
謂
、
牟
久
利
故
久
利
是

也
、

⑪
『
阿
蘇
家
伝
』（『
伏
敵
編
』
引
用
）
◆

弘
安
〈
後
宇
多
天
皇
〉
四
年
閏
七
月
…
…
時
ニ
神
風
大
ニ
起
リ
、
賊
船
悉
ク
破
損
、
…
…
是
皆
阿
蘇
明
神
ノ
霊
徳
也
、

⑫
『
日
蓮
親
書
旗
漫
荼
羅
記
』（『
伏
敵
編
』
引
用
）
◆
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弘
安
四
年
辛
巳
、
…
…
則
日
本
之
霊
神
擁
護
、
有
神
風
吹
彼
賊
船
、
其
人
数
等
不
残
破
、
異
国
追
払
給
、

⑬
『
参
考
蒙
古
入
寇
記
』
巻
之
四
（『
蒙
古
襲
来
研
究
史
論
』
の
引
用
に
よ
る
が
、
目
録
の
み
で
、
本
文
未
確
認
）
◆

一

夷
賊
降
伏
御
祈
之
事
、
附
神
風
破
賊
船
、

・『
都
名
所
図
会
』
巻
之
五
「
藤
杜
の
や
し
ろ
」
項
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）

例
祭
は
五
月
五
日
に
し
て
、
産
子
は
武
具
を
着
し
て
走
り
馬
す
る
こ
と
は
、
光
仁
帝
の
御
宇
天
応
元
年
に
異
国
の
蒙
古
、
日
本
へ

攻
め
来
る
よ
し
聞
こ
え
け
れ
ば
、
天
皇
第
二
の
皇
子
早
良
親
王
を
大
将
軍
と
し
て
退
治
あ
る
べ
き
よ
し
宣
旨
を
賜
る
。
親
王
、
当

社
に
祈
誓
し
て
五
月
五
日
に
出
陣
し
た
ま
ふ
。
神
威
い
ち
じ
る
し
く
、
た
ち
ま
ち
暴
風
お
ほ
い
に
吹
き
来
り
、
蒙
古
の
軍
船
浪
に

た
だ
よ
ひ
悉
く
亡
び
う
せ
け
り
。
こ
の
吉
例
に
よ
り
て
毎
歳
軍
陣
の
行
粧
を
な
し
、
天
下
平
安
の
祷
り
と
し
た
ま
ふ
。

・『
馭
戎
慨
言
』
下
之
巻
（
本
居
宣
長
全
集
）

さ
て
弘
安
四
年
六
月
、
蒙
古
の
あ
た
ど
も
お
び
た
ゝ
し
く
お
し
よ
せ
来
つ
、
…
…
閏
七
月
朔
日
、
天
皇
神
祇
官
に
行
幸
ま
し
ま

し
、
中
御
門
大
納
言
経
任
卿
を
勅
使
と
し
て
、
発
遣
せ
ら
れ
此
事
を
大
神
宮
に
祈
り
申
給
ひ
、
又
国
々
の
社
々
に
も
、
御
い
の
り

共
有
け
る
に
、
そ
の
し
る
し
の
御
さ
と
し
共
お
ほ
か
り
け
る
中
に
も
、
伊
勢
の
風
宮
の
神
の
御
さ
と
し
な
ど
、
い
ち
じ
る
し
か
り

し
に
、
す
な
は
ち
そ
の
閏
七
月
朔
日
の
日
の
午
の
時
ば
か
り
、
あ
か
ら
し
ま
風
お
こ
り
て
、
あ
た
の
船
三
千
五
百
艘
、
た
ち
ま
ち

浪
に
た
ゞ
よ
ひ
、
う
ち
や
ぶ
ら
れ
て
、
お
ぼ
れ
死
き
、
元
史
に
、
…
…
と
い
へ
る
、
此
時
の
事
也
、
…
…
さ
て
か
く
俄
に
は
げ
し

き
風
の
お
こ
り
て
、
た
や
す
く
あ
た
の
軍
の
ほ
ろ
び
う
せ
ぬ
る
は
、
世
に
も
語
り
伝
ふ
る
ご
と
く
、
ま
こ
と
に
皇
神
た
ち
の
御
力

也
、
…
…

・『
天
地
根
元
歴
代
図
』（『
蛍
蠅
抄
』
引
用
）

弘
安
三
年
五
月
、
異
国
ヨ
リ
凶
賊
襲
来
、
七
月
晦
日
大
風
雨
、
賊
船
一
千
七
百
余
艘
悉
漂
没
、
蒙
古
ト
モ
多
被
虜
、〈
按
、
三
年
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当
作
四
年
〉、

⑭
『
蛍
蠅
抄
』
序
（
新
註
皇
学
叢
書
）
◆

な
づ
け
て
蛍
蠅
抄
と
い
ふ
、
こ
は
蛍
火
の
か
ゞ
や
く
神
、
五
月
蠅
な
す
あ
し
き
神
の
あ
ら
び
に
て
、
え
み
し
ら
の
此
国
に
あ
だ
す

る
こ
と
あ
り
と
も
、
や
が
て
神
風
に
吹
や
ぶ
ら
れ
て
、
遂
に
う
れ
ひ
な
か
ら
む
理
り
を
、
世
人
に
し
ら
せ
む
と
て
な
む
、

⑮
『
玉
た
す
き
』
二
之
巻
（
平
田
篤
胤
全
集
）
◆

弘
安
四
年
正
月
に
、
蒙
古
襲
来
の
事
あ
り
、
此
の
時
時
宗
執
権
に
て
、
前
に
云
へ
る
如
く
、
奸
悪
な
る
男
に
は
有
り
し
か
ど
、
此

の
事
に
於
て
は
、
能
く
計
ら
ひ
て
ぞ
有
り
け
る
。
此
は
師
の
馭
戎
慨
言
に
、
委
曲
に
記
し
置
れ
た
れ
ば
、
今
更
に
云
は
ず
、（
な

ほ
此
の
時
の
喧
ぎ
、
か
つ
其
賊
の
軍
船
を
、
神
軍
の
神
風
に
て
吹
き
く
づ
し
、
鏖
に
し
た
る
趣
な
ど
、
今
の
世
の
書
等
に
、
委
く

見
え
た
る
を
、
塙
保
己
一
検
校
が
、
拾
ひ
抄
さ
し
め
て
、
蛍
蠅
抄
と
号
け
し
物
の
有
る
を
見
る
べ
し
、
…
…
）、

・『
国
史
略
』
巻
三
・
弘
安
四
年
七
月
条

閏
月
朔
、
大
風
有
黒
雲
、
覆
石
清
水
宮
、
有
白
羽
、
鳴
鏑
出
宮
而
西
去
〈
増
鏡
〉、
虜
艦
為
颶
風
敗
壊
、
…
…
〈
愚
童
訓
〉、

・『
日
本
外
史
』
源
氏
後
記
北
条
氏
・
弘
安
四
年
七
月
条
（『
邦
文
日
本
外
史
』）

閏
月
大
風
雷
あ
り
、
虜
艦
敗
壊
す
、
…
…
伏
屍
海
を
蔽
ひ
、
海
、
歩
み
て
行
く
べ
し
、
虜
兵
十
万
脱
れ
帰
る
者
、
纔
に
三
人
と
云

ふ
、

・『
日
本
政
記
』
巻
十
一
（
日
本
思
想
大
系
）

（
弘
安
）
四
年
…
…
秋
閏
七
月
、
大
風
起
る
、
虜
艦
敗
れ
、
虜
、
争
ひ
て
陸
に
上
る
、
我
が
兵
、
撃
ち
て
こ
れ
を
殲
（
つ
く
）
す
、
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三
、
そ
の
他
の
「
神
風
」
史
料
│
鎌
倉
遺
文
よ
り
│

こ
の
項
で
は
、
さ
ら
に
、
文
永
・
弘
安
両
合
戦
の
い
ず
れ
の
文
脈
と
も
直
接
関
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
両
合
戦
か
ら
間
も
な
い
時
期

の
「
神
風
」
表
記
の
あ
る
史
料
を
掲
載
す
る
。

⑯
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
三
月
二
十
二
日
付
伏
見
天
皇
祭
文
（
門
葉
記
抄
、
鎌
倉
遺
文
一
八
一
三
二
号
）
◆

本
尊
界
会
熾
盛
光
仏
頂
大
曼
荼
羅
…
…
夫
熾
盛
光
法
者
、
答
明
王
之
叡
願
、
以
必
令
護
持
、
却
異
賊
之
侵
乱
、
以
立
令
降
伏
、
転
禍

為
福
之
勝
利
矣
…
…
仰
願
、
熾
盛
光
仏
頂
大
曼
陀
羅
各
任
本
誓
、
宜
納
単
誠
、
内
則
照
仏
日
之
浄
光
矣
、
緬
尋
法
流
於
唐
朝
之
濫

觴
、
外
亦
振
神
風
之
赫
威
焉
、
再
払
奸
霧
於
晋
羊
之
凶
器
、
我
国
為
神
国
有
盟
、
此
界
与
仏
界
有
縁
、
遞
合
神
力
仏
力
、
宜
治
海

内
海
外
、

⑰
（
嘉
元
四
年
〔
一
三
〇
六
〕）
六
月
六
日
付
聖
済
書
状
（
東
大
寺
具
書
、
鎌
倉
遺
文
二
二
六
五
六
号
）
◆

（
正
和
四
年
〔
一
三
一
五
〕）
六
月
六
日
付
聖
済
請
文
（
東
大
寺
具
書
、
鎌
倉
遺
文
二
五
五
三
二
号
）
◆

※
上
記
２
通
は
推
定
年
代
を
異
に
し
、
か
つ
、
わ
ず
か
な
文
字
の
相
違
も
あ
る
が
、
原
文
書
は
同
一
の
文
書
と
判
断
し
、
１

通
と
し
て
扱
う
。

来
廿
七
日
八
幡
宮
遷
幸
、
可
参
勤
法
会
事
、
衆
議
之
趣
、
謹
奉
候
了
、
仏
日
再
輝
、
神
風
復
旧
、
匪
啻
本
寺
之
光
花
、
惣
為
国
家

之
繁
栄
、
誰
不
悦
之
〔
以
上
４
文
字
、
後
者
に
は
無
し
〕、
誰
不
帰
之
哉
、
…
…
得
御
意
、
可
令
披
露
衆
中
給
候
、
恐
々
謹
言
、

六
月
六
日

法
印
聖
済
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四
、「
神
風
」
用
語
使
用
の
実
態
と
考
察

（
一
）

以
上
、
な
お
管
見
に
漏
れ
た
史
料
は
（
未
公
刊
の
史
料
も
含
め
れ
ば
一
層
）
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
一
区
切
り
と
し
て
、
以
上

の
二
・
三
・
四
の
各
項
に
わ
た
っ
て
提
示
し
て
き
た
結
果
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
文
永
合
戦
に
関
す
る
記
述
の
中
で
「
神
風
」
表
記
の
有
る
史
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
③
〜
⑤
は
、
弘
安
合
戦
以

降
に
成
立
し
た
史
料
で
あ
り
、
史
料
に
よ
っ
て
は
両
合
戦
の
混
同
、
あ
る
い
は
後
者
の
前
者
へ
の
影
響
等
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

可
能
性
が
あ
る
。

①
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
十
二
月
三
日
付
官
宣
旨

②
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
正
月
付
大
宰
府
庁
下
文

③
日
向
『
金
綱
集
』
第
十
二
・
雑
録

④
安
房
妙
法
寺
本
『
雑
録
』

⑤
『
歴
代
鎮
西
要
略
』
三

次
に
弘
安
合
戦
に
関
す
る
記
述
の
中
で
「
神
風
」
表
記
の
有
る
史
料
は
左
記
の
よ
う
で
あ
る
（
⑨
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
）。⑥

元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
七
月
付
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
所
司
神
官
等
申
状

蒙古合戦と「神風」 ― ５０ ―



⑦
『
増
鏡
』
老
の
な
み

⑧
『
度
会
元
長
神
祇
百
首
自
注
』

⑨
『
百
合
若
大
臣
』

⑩
『
異
称
日
本
伝
』
巻
上
三

⑪
『
阿
蘇
家
伝
』

⑫
『
日
蓮
親
書
旗
漫
荼
羅
記
』

⑬
『
参
考
蒙
古
入
寇
記
』
巻
之
四

⑭
『
蛍
蠅
抄
』
序

⑮
『
玉
た
す
き
』
二
之
巻

さ
ら
に
、
両
合
戦
に
直
接
関
わ
る
文
脈
上
で
は
な
い
が
、
逸
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
神
風
」
史
料
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。
い
ず
れ
も
文
永
・
弘
安
両
合
戦
か
ら
あ
ま
り
遠
く
な
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

⑯
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
三
月
二
十
二
日
付
伏
見
天
皇
祭
文

⑰
嘉
元
四
年
（
一
三
〇
六
）
ま
た
は
正
和
四
年
（
一
三
一
五
）
六
月
六
日
付
聖
済
書
状
（
請
文
）

以
上
の
諸
史
料
に
対
し
、
一
方
で
、
文
永
・
弘
安
両
合
戦
を
通
じ
、
合
戦
の
記
述
は
有
っ
て
も
「
大
風
（
暴
風
）」
の
類
の
記
述
の
無

い
史
料
、
ま
た
「
大
風
（
暴
風
）」
の
記
述
は
有
っ
て
も
「
神
風
」
と
は
表
記
さ
れ
て
い
な
い
史
料
は
圧
倒
的
に
多
く
、
一
々
は
あ
げ
な

い
が
、『
神
皇
正
統
記
』
や
『
八
幡
愚
童
訓
』・『
太
平
記
』・『
大
日
本
史
』、
さ
て
は
『
日
本
外
史
』
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
神
国
」
思
想
の

表
明
で
著
名
な
諸
史
料
で
す
ら
、
厳
密
に
は
「
神
風
」
の
表
記
が
無
い
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

も
ち
ろ
ん
、「
神
風
」
の
表
記
は
無
く
と
も
、「
大
風
」
の
類
の
表
記
が
あ
る
史
料
は
、
そ
の
多
く
が
敵
国
退
散
祈
願
の
寺
社
の
祈
祷
の
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結
果
、
あ
る
い
は
「
神
国
」
故
の
現
象
と
語
ら
れ
て
は
い
る
の
で
あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
神
風
」
表
記
は
ご
く
わ
ず
か
に
と
ど
ま

る
と
い
う
落
差
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
用
語
「
神
風
」
は
、「
神
国
」
思
想
の
高
揚
を
背
景
と
す
る
こ
と
は
否
定
で
き

な
い
が
、「
神
国
」
思
想
の
高
揚
が
た
だ
ち
に
用
語
「
神
風
」
の
普
及
と
並
行
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
両
者
は
、
一
旦
は
切
り
離
し

て
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
に
見
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら
、
冒
頭
に
触
れ
た
「
神
風
」
用
語
の
使
用
に
関
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
二
つ
の
見
方
は
、
両
極
端
に
過
ぎ

る
も
の
で
、
上
掲
の
史
料
上
の
所
見
に
は
反
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
二
）

で
は
逆
に
、
数
は
多
く
な
い
と
は
い
え
、「
神
風
」
表
記
を
含
む
史
料
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
掲

の
①
〜
⑮
の
諸
史
料
を
中
世
史
料
と
近
世
成
立
の
史
料
と
に
大
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
年
代
順
に
（
必
要
に
応
じ
て
は
一
括
し
て
）
検
討
を

加
え
て
み
よ
う
。
な
お
⑯
と
⑰
は
、
関
連
史
料
と
し
て
言
及
し
た
い
。

ま
ず
、
順
序
は
逆
に
な
る
が
、
近
世
成
立
の
諸
史
料
⑤
お
よ
び
⑩
〜
⑮
に
つ
い
て
は
、
性
格
や
成
立
年
代
等
未
詳
の
も
の
も
あ
り
、
か

つ
、
中
世
と
は
異
な
る
思
想
史
の
文
脈
を
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
簡
潔
に
コ
メ
ン
ト
を
付
す
に
と
ど
め
て
今
後
の
精
査
を

期
し
た
い
。

⑤
『
歴
代
鎮
西
要
略
』
は
、
佐
賀
藩
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
『
歴
代
鎮
西
志
』
全
三
十
五
冊
を
要
約
し
て
全
十
三
巻
に
し
た
も
の
（
国

史
大
辞
典
に
よ
る
）。
文
化
十
三
年
（
一
八
一
〇
）
の
序
文
が
付
さ
れ
た
長
村

『
蒙
古
寇
記
』
に
も
「
鎮
西
要
略
」
の
名
で
度
々
引
用

さ
れ
て
い
る
。
今
回
『
伏
敵
編
』
よ
り
引
用
し
た
文
永
合
戦
の
記
事
に
「
神
風
」
の
語
が
見
え
る
が
、
上
記
の
よ
う
に
、『
広
文
庫
』
よ
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り
引
用
し
た
弘
安
合
戦
の
記
事
に
は
「
神
風
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

⑩
の
『
異
称
日
本
伝
』
は
、
松
下
見
林
著
。
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
の
自
序
が
あ
り
、
同
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
百
数
十
種
の
漢
籍

に
現
わ
れ
た
日
本
関
係
記
事
を
網
羅
的
に
収
載
し
た
も
の
で
、
引
用
箇
所
は
、『
元
史
』
外
夷
伝
高
麗
の
条
を
引
い
た
後
に
付
さ
れ
た
見

林
の
評
言
で
あ
る
。

⑪
の
『
阿
蘇
家
伝
』
も
、
成
立
年
代
等
未
詳
。『
補
訂
版
国
書
総
目
録
』・『
古
典
籍
総
合
目
録
』
に
は
「
阿
蘇
家
伝
抜
書
」
が
登
載
さ

れ
、
阿
蘇
惟
馨
（
一
七
七
三
〜
一
八
二
〇
）
の
著
作
と
見
え
る
。

⑫
の
『
日
蓮
親
書
旗
漫
荼
羅
記
』
も
『
国
書
総
目
録
』
等
に
登
載
無
く
、
未
詳
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
③
・
④
と
の
関
連
で
注
意
す
べ

き
も
の
が
あ
る
。

⑬
の
『
参
考
蒙
古
入
寇
記
』
は
津
田
元
貫
（
一
七
三
四
〜
一
八
一
五
）
の
著
。
序
文
に
よ
る
と
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
著
作
と
な

る
が
、
そ
れ
に
は
疑
問
も
あ
る
と
さ
れ
る
（『
蒙
古
襲
来
研
究
史
論
』）。

⑭
の
『
蛍
蠅
抄
』
は
、
塙
保
己
一
の
著
作
で
、
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
成
立
。
外
夷
来
襲
の
史
料
集
で
、
百
三
十
部
の
諸
書
か
ら
の

抄
録
か
ら
な
る
が
、
特
に
文
永
・
弘
安
両
合
戦
の
記
事
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

⑮
の
『
玉
た
す
き
』
は
、
平
田
篤
胤
の
著
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
成
っ
た
著
者
自
撰
の
『
毎
朝
神
拝
詞
記
』
を
解
説
し
た
も
の

で
、
出
版
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）。
著
者
の
古
道
お
よ
び
国
学
に
関
す
る
見
解
を
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
、
中
世
に
遡
る
①
〜
④
お
よ
び
⑥
〜
⑨
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

Ａ
．
薩
摩
国
国
分
寺
・
天
満
宮
関
係
史
料
（
①
②
⑥
）

①
・
②
・
⑥
の
三
点
の
文
書
は
相
互
に
深
い
関
連
が
あ
る
（
①
と
②
は
、
と
も
に
⑥
の
「
副
進
」
文
書
、
い
わ
ゆ
る
具
書
と
な
っ
て
い

る
）。
本
来
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
全
文
を
掲
げ
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
で
、
三
点
の
文
書
の
内
容
と
相
互
関
係
を
考
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慮
に
入
れ
た
上
で
の
要
点
を
述
べ
る
に
と
ど
め
た
い
（
⑥
に
つ
い
て
は
、
文
永
合
戦
の
項
に
お
け
る
引
用
も
参
照
の
こ
と
）。

今
、「
神
風
」
の
語
句
に
注
目
し
て
年
代
順
に
内
容
を
整
理
し
て
み
る
と
、
以
下
の
四
段
階
に
整
理
で
き
よ
う
。

Ⅰ
．
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
某
月
某
日
、
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
（＝

宮
寺
）
所
司
が
、
大
破
に
及
ん
で
い
る
殿
舎
の
造
営

を
朝
廷
に
訴
え
る
。
そ
の
中
で
、
先
の
「
神
風
」
に
よ
る
異
賊
撃
退
は
、
祀
る
と
こ
ろ
の
「
天
満
天
神
」
な
ら
び
に
「
大

聖
観
世
音
」
の
加
護
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。〔
①
・
②
に
引
用
す
る
「
奏
状
」〕

Ⅱ
．
建
治
元
年
十
二
月
三
日
、
朝
廷
が
、
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
の
造
営
を
大
宰
府
に
命
じ
る
。〔
①
〕

Ⅲ
．
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
正
月
、
大
宰
府
が
、
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
の
造
営
を
薩
摩
国
に
命
じ
る
。〔
②
〕

Ⅳ
．
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
七
月
、
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
所
司
神
官
等
が
、
①
・
②
ほ
か
計
二
五
通
の
具
書
を
添
え
て
、

国
分
寺
興
行
の
徳
政
に
任
せ
、
堂
舎
を
造
畢
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
申
請
す
る
。
そ
の
際
、
当
寺
社
領
は
博
多
津
石
築
地
役
並

び
に
警
固
役
を
免
除
さ
れ
た
こ
と
、
文
永
合
戦
で
は
「
神
戦
」
に
堪
え
ず
し
て
蒙
古
軍
は
逃
げ
帰
り
、
弘
安
合
戦
で
も

「
神
風
」
が
吹
き
荒
れ
て
賊
船
が
一
時
に
滅
亡
し
た
の
は
「
天
満
大
自
在
天
神
御
征
伐
」
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
さ
ら

に
建
治
元
年
の
奏
聞
を
経
て
、
院
宣
に
よ
っ
て
料
所
六
か
所
が
寄
付
さ
れ
た
が
、
様
々
な
妨
げ
が
あ
っ
て
造
営
が
停
滞
し

て
い
る
事
情
を
述
べ
て
い
る
。〔
⑥
〕

以
上
の
経
過
か
ら
、
一
連
の
文
書
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
れ
ば
、
蒙
古
合
戦
に
伴
な
う
「
神
風
」
の
語
は
、
①
・
②
に
引
用
さ
れ

た
建
治
元
年
の
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
所
司
奏
状
（
上
記
Ⅰ
の
段
階
）
が
初
出
で
あ
り
、
か
つ
文
面
か
ら
見
て
も
文
永
合
戦
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ⅱ
・
Ⅲ
の
段
階
を
経
て
、
①
・
②
ほ
か
多
数
の
具
書
を
添
え
て
出
さ
れ
た
⑥
（
Ⅳ
の
段
階
）
に
お
い
て
、
文
永
合
戦

に
関
す
る
記
述
に
は
「
神
風
」
の
語
が
見
え
ず
、
か
つ
弘
安
合
戦
の
方
の
み
に
し
か
「
神
風
」
の
語
が
見
え
な
い
の
は
不
審
無
し
と
し
な
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い
。ま

た
Ⅰ
の
段
階
の
奏
聞
で
は
「
安
楽
寺
別
当
法
印
并
前
菅
宰
相
家
挙
状
」
を
賜
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
Ⅳ
の
段
階
で
も
「
就
中
、
異
国
御

祈
祷
事
致
精
誠
可
勤
行
之
由
、
就
被
下

度
々

院
宣
於
安
楽
寺
、
云
当
社
、
云
安
楽
寺
、
雖
異
名
異
依
、
為
一
体
分
身
之
霊
神
、
当
社

祠
官
等
抽
無
二
丹
誠
依
奉
祈
祷
」
と
述
べ
て
、
筑
前
安
楽
寺
と
の
本
末
関
係
（
通
説
で
は
応
和
年
間
〔
九
六
一
〜
四
〕
に
遡
る
と
い
う
）

を
前
提
と
し
た
一
体
的
関
係
を
強
調
し
て
い
る
が
、
意
外
に
も
現
太
宰
府
天
満
宮
に
は
、
天
満
宮
安
楽
寺
で
異
国
降
伏
祈
祷
が
行
な
わ
れ

た
こ
と
を
証
す
る
直
接
史
料
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
同
様
に
、
薩
摩
国
天
満
宮
・
安
楽
寺
に
関
わ
る
興
行
令
・
異
国
降
伏
祈
祷
を
『
対

外
関
係
史
総
合
年
表
』
に
拾
う
と
、

建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
九
月
十
四
日
、
幕
府
、（
九
州
各
国
の
？
）
寺
社
に
、
守
護
を
通
じ
て
異
国
降
伏
の
祈
祷
を
命
じ
る
。

弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
十
二
月
二
十
八
日
、
幕
府
、
守
護
を
通
じ
て
各
国
の
寺
社
に
異
賊
降
伏
の
祈
祷
を
命
じ
る
。

弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
五
月
二
十
日
、
幕
府
、
新
式
目
三
八
カ
条
を
発
布
し
、
鎮
西
社
領
の
返
付
、
一
宮
・
国
分
寺
の
興
行
、
鎮

西
名
主
職
の
安
堵
な
ど
を
定
め
る
。

正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
十
二
月
一
日
、
幕
府
、
守
護
を
通
じ
て
各
国
の
寺
社
に
異
国
降
伏
祈
祷
を
行
な
わ
せ
る
。

同
年
十
二
月
二
日
、
幕
府
、
周
防
国
・
長
門
国
・
鎮
西
の
守
護
を
し
て
、
国
内
の
主
な
寺
社
に
、
翌
年
十
月
ま
で
異
国
降
伏
祈
祷
を

行
な
う
よ
う
通
達
さ
せ
る
。

正
応
四
年
（
一
二
九
一
）
二
月
三
日
、
幕
府
、
諸
国
の
国
分
寺
・
一
宮
以
下
の
主
要
な
寺
社
に
異
国
降
伏
祈
祷
を
行
な
わ
せ
、
毎
月

巻
数
を
執
進
す
る
よ
う
守
護
に
命
じ
る
。

正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
十
月
五
日
、
幕
府
、
守
護
を
通
じ
て
、
諸
国
の
一
宮
・
国
分
寺
以
下
の
主
要
な
寺
社
に
異
国
降
伏
祈
祷
を

命
じ
、
巻
数
を
提
出
さ
せ
る
。
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同
年
十
月
二
十
七
日
、
幕
府
、
薩
摩
国
の
一
宮
・
国
分
寺
以
下
の
主
要
寺
社
に
、
異
国
降
伏
祈
祷
を
修
し
て
巻
数
を
提
出
す
る
よ

う
、
守
護
島
津
忠
宗
に
命
じ
る
。

永
仁
六
年
（
一
二
九
八
）
十
二
月
一
日
、
幕
府
、
九
州
の
大
社
以
下
の
修
造
が
遅
れ
、
恒
例
の
仏
神
事
が
す
た
っ
て
い
る
の
で
、
各

国
中
の
院
主
ら
に
守
護
を
通
じ
て
興
行
を
命
じ
る
。

正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
七
月
十
三
日
、
幕
府
、
西
国
の
守
護
に
、
国
中
の
寺
社
に
命
じ
て
異
国
降
伏
祈
祷
を
修
さ
せ
る
。

嘉
元
元
年
（
一
三
〇
三
）
十
二
月
十
日
、
幕
府
、
九
州
の
主
要
寺
社
で
異
賊
防
禦
祈
祷
に
励
む
よ
う
、
鎮
西
探
題
に
触
れ
さ
せ
る
。

延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
）
二
月
二
十
六
日
、
鎮
西
探
題
、
九
州
の
主
要
寺
社
に
祈
祷
を
行
な
わ
せ
、
長
門
守
護
、
寺
社
の
修
理
と
祈

祷
を
命
じ
る
。

延
慶
三
年
（
一
三
一
〇
）
二
月
二
十
九
日
、
幕
府
、
守
護
を
通
じ
て
全
国
の
寺
社
に
異
国
降
伏
祈
祷
を
命
じ
る
。

の
よ
う
に
な
り
、
す
べ
て
文
永
合
戦
以
降
で
、
か
つ
大
半
が
弘
安
合
戦
以
降
の
史
実
で
あ
る
こ
と
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。以

上
を
総
合
し
て
、
①
・
②
（
及
び
引
用
さ
れ
た
奏
状
）
を
た
だ
ち
に
偽
文
書
と
決
め
つ
け
る
に
は
な
お
躊
躇
さ
れ
る
も
の
の
、
不
審

点
も
無
い
わ
け
で
は
な
い
と
し
て
保
留
す
る
と
、
現
状
で
は
⑥
が
蒙
古
合
戦
の
経
過
を
踏
ま
え
た
上
で
の
「
神
風
」
の
初
見
で
あ
る
こ
と

が
改
め
て
確
認
さ
れ
（
も
ち
ろ
ん
そ
の
場
合
で
も
、「
神
風
」
の
語
が
⑥
の
元
亨
元
年
に
突
如
と
し
て
出
現
し
た
の
で
は
な
く
、
遅
く
と

も
弘
安
合
戦
以
降
に
次
第
に
醸
成
さ
れ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
）、
引
い
て
は
、
そ
の
「
神
風
」
の
語
の
使
用
の
背
景
に
、
薩
摩

国
天
満
宮
・
国
分
寺
（
宮
寺
）
所
司
の
何
ら
か
の
意
図
・
主
張
を
積
極
的
に
読
み
取
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
の
主
張
の
背
景
の
、
少
な
く
と
も
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
「
天
満
宮
」（
お
よ
び
、
そ
の
祭
神
「
天
満
大
自
在
天

神
」）
と
の
関
係
は
、
時
期
が
相
前
後
す
る
次
項
Ｂ
の
史
料
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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Ｂ
．
日
蓮
宗
関
係
（
③
④
）

③
『
金
綱
集
』
の
撰
者
日
向
（
一
二
五
三
〜
一
三
一
四
）
は
、
日
蓮
の
本
弟
子
（
六
老
僧
）
の
一
人
で
、
④
は
、『
雑
録
』
所
収
文
書

中
、
同
じ
く
六
老
僧
の
一
人
日
興
（
一
二
四
六
〜
一
三
三
三
）
の
談
話
を
、
弟
子
の
日
順
（
一
二
九
四
〜
？
）
が
類
聚
し
て
私
見
を
加
え

た
も
の
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
念
の
た
め
に
付
言
す
れ
ば
、
④
は
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
日
堯
に
よ
る
写
本
で
あ
る
。

④
の
日
興
談
話
部
分
を
基
準
に
す
る
と
、
両
者
の
内
容
ほ
ぼ
骨
子
を
同
じ
く
し
、
そ
の
原
形
は
師
の
日
蓮
に
求
め
ら
れ
、
か
つ
日
蓮
が

『
立
正
安
国
論
』
広
本
を
作
成
し
、
門
下
に
示
し
た
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
頃
の
も
の
と
の
推
定
が
あ
る
。
そ
れ
が
事
実
な
ら
ば
、
弘

安
合
戦
以
前
の
内
容
と
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
上
掲
の
よ
う
に

文
永
合
戦
後
も
、
弘
安
合
戦
後
に
も
、
日
蓮
書
状
中
に
「
神
風
」
の
語
は
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た

何
よ
り
も
③
・
④
で
は
、

神
風
仁

蒙
古
賀
船
和

散
波
亭
歟多
々

底
之
ミ
歟花
久
律
登

成
曽
宇
礼
志
幾
（
以
上
③
）

神
風
ニ

モ
ウ
コ
ノ
船
ハ

チ
リ
ハ
テ
ヽ

ソ
コ
ノ
ミ
ク
ツ
ト

ナ
ル
ソ
ウ
レ
シ
キ
（
以
上
④
）

と
い
う
、
同
一
の
「
北
野
天
神
御
歌
」
の
中
の
語
句
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

所
詮
は
菅
公
仮
託
歌
に
す
ぎ
な
い
同
歌
の
成
立
・
仮
託
の
時
期
等
は
、
関
連
史
料
の
文
献
学
的
検
討
も
含
め
、
今
後
の
検
討
に
ゆ
だ
ね

る
ほ
か
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
は
、
や
は
り
Ａ
と
の
関
連
が
一
つ
の
課
題
と
言
え
よ
う
。

ち
な
み
に
日
興
に
つ
い
て
は
、
正
和
三
年
（
一
三
一
四
）
六
月
十
八
日
付
の
日
盛
宛
書
状
で
、
異
国
襲
来
の
報
を
得
て
驚
き
、
亡
国
の

期
到
来
か
と
歎
い
て
い
る
事
実
が
あ
る
こ
と
（『
対
外
関
係
史
総
合
年
表
』）
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
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Ｃ
．
伊
勢
神
宮
関
係
（
⑦
⑧
）

⑦
の
『
増
鏡
』
は
、
南
北
朝
時
代
の
歴
史
物
語
。
著
者
は
未
詳
だ
が
、
二
条
良
基
（
一
三
二
〇
〜
八
八
）
説
が
有
力
で
、
一
三
六
〇
〜

七
〇
年
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
。「
あ
す
か
川
」
の
巻
の
文
永
合
戦
の
記
述
は
ご
く
短
く
、「
大
風
」
そ
の
も
の
の
記
載
も
無
い
が
、「
老
の

な
み
」
の
巻
の
弘
安
合
戦
の
記
述
で
は
、
異
国
船
撃
退
の
「
大
風
」
を
石
清
水
八
幡
宮
に
お
け
る
大
般
若
経
供
養
の
効
験
と
の
趣
旨
を
記

し
た
後
に
、
勅
使
と
し
て
伊
勢
に
下
っ
た
時
の
藤
原
（
御
子
左
。
二
条
家
の
祖
）
為
氏
（
一
二
二
二
〜
八
六
）
の
和
歌
を
引
用
し
て
い
て

お
り
、
そ
の
上
句
に
「
勅
と
し
て
祈
る
し
る
し
の
神
風
に
」
と
見
え
て
い
る
。

実
際
、
伊
勢
神
宮
で
は
、
弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）
三
月
十
七
日
に
、
西
大
寺
叡
尊
が
大
蔵
経
を
伊
勢
内
外
宮
に
献
じ
、
ま
た
内
宮
・

風
宮
に
参
っ
て
異
国
の
難
を
祈
っ
た
事
実
が
あ
り
、
同
四
年
（
一
二
八
一
）
の
七
月
二
十
七
〜
二
十
九
日
に
わ
た
っ
て
風
宮
の
宝
殿
が
鳴

動
し
た
と
の
注
進
が
両
宮
禰
宜
等
よ
り
あ
っ
た
（『
対
外
関
係
史
総
合
年
表
』）。
こ
う
し
た
史
実
と
の
関
連
が
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る

と
と
も
に
、
蒙
古
合
戦
以
前
の
「
神
風
」
の
原
義
を
色
濃
く
反
映
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な
お
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
の
「
風
宮

（
風
日
祈
宮
）」
が
別
宮
と
な
っ
た
の
は
正
応
六
年
（
一
二
九
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
藤
原
為
氏
が
伊
勢
公
卿
勅
使
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
史
実
は
疑
わ
し
く
（
神
道
大
系
所
収
の
『
伊
勢
勅
使
部
類
記
』
に
は
見
え
な

い
）、
史
実
と
し
て
は
、
文
永
五
年
（
一
二
六
八
）
四
月
十
三
日
参
宮
の
花
山
院
通
雅
、
同
八
年
十
二
月
十
六
日
派
遣
の
洞
院
実
守
に
続

き
、
弘
安
四
年
閏
七
月
二
日
に
宸
筆
宣
命
を
携
え
た
権
大
納
言
藤
原
（
中
御
門
）
経
任
が
伊
勢
神
宮
に
発
遣
さ
れ
、
同
七
日
に
参
宮
し
て

い
る
の
み
で
あ
る
（
以
上
『
対
外
関
係
史
総
合
年
表
』）。
ま
た
管
見
で
は
、『
増
鏡
』
所
収
歌
が
、
為
氏
・
為
世
父
子
の
和
歌
を
後
人
が

集
め
た
『
大
納
言
為
氏
卿
集
（
為
氏
集
と
も
）』
に
は
見
え
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

さ
て
、
次
の
⑧
の
『
度
会
元
長
神
祇
百
首
自
注
』
は
、
度
会
元
長
（
一
三
九
二
〜
一
四
八
三
生
存
）
の
作
で
、
応
仁
二
年
（
一
四
六

八
）
に
成
立
し
た
。
元
長
は
、
伊
勢
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）
別
宮
高
宮
の
御
炊
物
忌
を
勤
仕
し
、
御
炊
大
夫
山
田
大
路
氏
の
祖
と
な
っ
た
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人
物
で
、
本
書
は
、
内
外
宮
を
は
じ
め
と
す
る
神
祇
に
関
す
る
自
詠
・
自
註
の
和
歌
百
首
を
収
録
し
て
い
る
。
本
書
の
場
合
も
、
蒙
古
退

散
の
「
神
風
」
を
「
別
宮
風
宮
之
神
、
科
長
津
彦
命
行
向
ヒ
玉
フ
ニ
ヤ
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
豊
受
大
神
宮
（
外
宮
）
の
別
宮
の
一
つ

「
風
宮
」
が
、
や
は
り
蒙
古
合
戦
の
際
の
祈
の
功
で
別
宮
と
な
っ
た
の
は
、
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
の
別
宮
「
風
日
祈
宮
」
と
同
年
の
正
応

六
年
（
一
二
九
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。

Ｄ
．『
百
合
若
大
臣
』（
⑨
）

『
百
合
若
大
臣
』
は
、
幸
若
舞
の
一
曲
で
、
嵯
峨
朝
の
左
大
臣
き
ん
み
つ
の
子
の
百
合
若
（
長
谷
寺
観
音
の
申
し
子
）
が
蒙
古
追
討
を

命
じ
ら
れ
、
三
年
間
の
苦
戦
の
末
に
退
治
す
る
前
半
の
話
に
「
神
風
」
の
語
が
登
場
し
て
い
る
。

成
立
は
室
町
末
期
頃
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
く
、
蒙
古
合
戦
の
み
な
ら
ず
応
永
二
十
六
年
（
一
四
一
九
）
の
い
わ
ゆ
る
「
応
永
の
外

寇
」
も
素
材
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
点
に
も
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。「
神
風
」
が
二
度
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

を
文
永
・
弘
安
両
合
戦
の
そ
れ
ぞ
れ
に
配
当
す
る
の
は
難
し
く
、
か
つ
合
戦
の
実
際
か
ら
は
相
当
遠
い
記
述
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
の
で
、

こ
こ
に
配
し
た
。

「
神
風
」
の
登
場
す
る
文
脈
で
は
伊
勢
神
宮
や
住
吉
神
社
の
「
風
」
も
見
え
る
が
、
全
体
と
し
て
は
「
神
た
ち
の
議
」
あ
る
い
は
「
六

十
余
州
の
大
小
の
神
祇
」
の
威
力
と
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
記
事
中
に
「
神
の
戦
」
と
「
凡
夫
の
戦
（＝

人
間
の

戦
）」
と
が
対
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
点
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

（
三
）

な
お
、
上
記
①
・
②
・
⑥
（
す
く
な
く
と
も
⑥
）
が
、
全
く
孤
立
し
た
史
料
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
と
思
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わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
⑯
・
⑰
の
検
討
を
通
じ
て
、
そ
の
点
を
補
説
し
て
お
こ
う
。

⑯
は
、
正
応
六
年
（
一
二
九
三
。
こ
の
年
、
永
仁
に
改
元
）
三
月
二
十
二
日
に
、
青
蓮
院
慈
助
法
親
王
が
、
異
国
降
伏
の
た
め
内
裏
富

小
路
殿
で
大
熾
盛
光
法
を
修
し
た
際
の
、
伏
見
天
皇
の
祭
文
で
あ
る
。

熾
盛
光
法
は
、
天
変
地
異
そ
の
他
の
災
厄
の
時
に
、
熾
盛
光
仏
頂
如
来
を
本
尊
と
し
て
、
一
切
の
災
害
・
厄
難
を
除
き
、
国
家
安
泰
を

祈
る
密
教
の
修
法
で
、
日
本
に
は
円
仁
が
唐
か
ら
伝
え
、
台
密
で
は
山
門
四
箇
大
法
の
第
一
と
し
て
特
に
重
ん
じ
ら
れ
た
。

こ
の
祭
文
は
、
熾
盛
光
法
の
意
義
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
内
則
照
仏
日
之
淨
光
矣
、
…
…
外
亦
振
神
風
之
赫
威
焉
」
わ
ん
こ
と
を
仰
ぎ

願
い
（「
仏
日
」
は
、
仏
の
光
が
無
明
の
闇
を
破
る
こ
と
を
太
陽
に
譬
え
て
い
う
語
）、「
我
国
為
神
国
有
盟
、
此
界
与
仏
界
有
縁
、
遞
合

神
力
仏
力
、
宜
治
海
内
海
外
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
蒙
古
合
戦
（
少
な
く
と
も
弘
安
合
戦
）
の
経
過
を
踏
ま
え
た
「
神
風
」
用
語

の
早
い
時
期
の
使
用
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

⑰
は
、
年
代
未
詳
な
が
ら
、「
仏
日
再
輝
、
神
風
復
旧
」
の
ご
と
く
⑯
と
同
趣
の
文
言
を
含
む
。
同
史
料
は
続
群
書
類
従
本
『
東
大
寺

具
書
』
所
収
で
、
同
書
は
全
体
と
し
て
東
寺
と
東
大
寺
と
の
本
末
関
係
の
争
い
の
中
で
、
東
寺
側
の
提
出
し
た
訴
訟
の
陳
状
と
見
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
⑰
は
、
内
容
上
、
東
大
寺
八
幡
宮
遷
宮
に
際
し
て
の
法
会
参
勤
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
の
精
査
に
俟
つ
べ
き
も

の
が
あ
る
。
ま
た
差
出
人
の
聖
済
に
つ
い
て
も
、
鎌
倉
時
代
中
・
後
期
の
真
言
僧
で
、
勧
修
寺
の
栄
尊
に
伝
法
灌
頂
を
受
け
た
と
さ
れ
る

ほ
か
、
生
歿
年
・
経
歴
等
未
詳
で
あ
る
。

以
上
の
二
点
の
史
料
を
通
じ
、
文
永
・
弘
安
両
合
戦
以
降
も
な
お
外
寇
の
脅
威
が
続
い
て
い
た
時
期
に
「
神
風
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て

い
た
状
況
が
判
明
し
、
同
時
に
①
・
②
な
い
し
⑥
が
、「
神
風
」
の
語
の
使
用
に
お
い
て
全
く
孤
立
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
こ
と
も
示

唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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む
す
び
│
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
と
「
神
風
」、
及
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

以
上
で
、
ひ
と
ま
ず
今
回
の
作
業
を
終
え
る
。
単
な
る
史
料
の
羅
列
・
提
示
に
終
始
し
た
感
は
否
め
な
い
が
、
私
見
で
は
、
従
来
は
こ

の
程
度
の
作
業
す
ら
提
示
さ
れ
ず
に
漠
然
と
「
神
風
」
が
論
じ
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
り
、
今
回
は
、
同
時
に
「
神
風
」
の
語
が
実
際
に
は

使
用
さ
れ
て
い
な
い
例
も
極
力
博
捜
を
試
み
た
点
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
作
業
の
性
質
上
、
史
料
提
示
の

完
璧
は
期
し
が
た
く
、
今
後
も
今
回
の
趣
旨
に
沿
っ
た
史
料
の
収
集
が
第
一
の
課
題
と
な
る
が
、「
神
風
」
表
記
の
有
る
史
料
が
多
く
漏

れ
て
い
る
事
態
は
考
え
難
い
と
い
う
の
が
現
時
点
で
の
見
通
し
で
あ
る
。

第
二
に
、
今
回
の
作
業
の
結
果
、
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
関
係
史
料
が
、
蒙
古
合
戦
の
文
脈
上
で
の
「
神
風
」
の
初
見
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
た
が
、
初
見
で
あ
る
こ
と
自
体
は
す
で
に
数
人
の
先
学
の
指
摘
が
あ
る
一
方
、
全
く
「
孤
立
」
し
た
史
料
と
い
う
だ
け
で
、
こ

れ
ら
を
偽
文
書
と
決
め
つ
け
る
意
見
も
あ
っ
た
。

し
か
し
今
回
の
作
業
の
結
果
、
上
記
史
料
は
全
く
の
「
孤
立
」
と
は
言
え
ず
、
ま
た
同
時
に
「
初
見
」
で
あ
る
こ
と
の
位
置
も
、
わ
ず

か
な
が
ら
従
来
よ
り
は
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
だ
け
に
、
関
連
文
書
の
よ
り
綿
密
な
検
討
を
は
じ
め
、
そ
の
初
見

の
背
景
・
意
義
を
、
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
の
歴
史
と
天
神
信
仰
の
動
向
と
相
関
的
に
探
っ
て
行
く
作
業
が
第
二
の
課
題
と
な
る
。
そ

も
そ
も
前
記
記
念
講
演
な
ら
び
に
小
稿
作
成
の
発
端
は
、
実
に
こ
の
点
へ
の
関
心
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
告
白
し
て
お
き
た
い
。

そ
し
て
第
三
に
、
薩
摩
国
天
満
宮
・
国
分
寺
に
限
ら
ず
、
上
記
に
提
示
し
た
「
神
風
」
の
語
の
使
用
（
同
時
に
、
使
用
さ
れ
な
い
場
合

も
含
め
て
）
を
め
ぐ
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
大
き
な
視
点
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
箇
条
書
の
覚
書
と
し
て
小
稿
を
締

め
く
く
り
た
い
と
思
う
。
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ａ
．
各
史
料
の
、
成
立
年
代
・
作
者
、
ま
た
テ
ク
ス
ト
批
判
、
さ
ら
に
は
文
脈
・（
地
域
性
・
時
代
性
）
背
景
、
先
行
史
料
の
引
用
な
い

し
受
容
実
態
等
の
、
よ
り
一
層
綿
密
な
検
討
を
進
め
る
。

ｂ
．
主
と
し
て
南
北
朝
時
代
頃
ま
で
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
蒙
古
合
戦
の
経
過
・
推
移
、
及
び
文
永
・
弘
安
両
合
戦
後
の
第
三
次
襲
来
の

脅
威
の
中
で
、
幕
府
に
よ
る
軍
事
力
動
員
・
異
国
警
固
等
と
公
武
に
よ
る
異
国
降
伏
祈
祷
、
及
び
諸
寺
社
の
動
向
の
実
態
の
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
位
相
を
探
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

ｃ
．
室
町
時
代
以
降
の
諸
史
料
に
つ
い
て
は
、
蒙
古
合
戦
と
の
時
間
的
隔
た
り
が
次
第
に
増
し
て
行
く
中
で
、
歴
史
記
述
と
の
関
係
や
、

時
代
の
推
移
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
様
々
な
立
場
か
ら
の
思
想
史
的
考
察
が
主
た
る
目
標
に
な
る
。

ｄ
．「
神
国
」
思
想
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
多
く
の
史
料
の
文
脈
に
「
神
国
」
思
想
が
あ
る
以
上
、
用
語
「
神
風
」
の
有
無
は
問
題
で
は

な
い
と
す
る
意
見
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
私
は
、
そ
の
よ
う
な
見
方
に
は
た
だ
ち
に
は
与
し
な
い
。「
神
国
」
思
想
の
高
揚
・
普

及
、
さ
ら
に
は
「
神
国
」
の
語
の
意
味
変
化
等
々
の
推
移
な
ど
と
か
ら
め
た
、
よ
り
一
層
綿
密
な
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

ｅ
．
蒙
古
合
戦
は
、
日
本
側
に
立
て
ば
、
先
に
引
用
し
た
幸
若
舞
『
百
合
若
大
臣
』
の
文
言
に
登
場
す
る
「
神
の
戦
」（
近
年
は
「
神
々

の
戦
い
」
と
表
現
さ
れ
る
）
と
「
凡
夫
の
戦
」
と
が
相
俟
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
合
戦
か
ら
時
間
的
距
離
が
増
す
に
つ
れ
て
、
そ
の
よ

う
な
理
解
・
解
釈
が
広
ま
る
よ
う
で
あ
る
が
、
合
戦
の
当
事
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
両
者
は
実
は
矛
盾
す
る
場
合
も
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。「
神
の
戦
」
の
功
能
・
霊
験
（
合
戦
の
経
過
か
ら
言
え
ば
、
気
象
条
件
と
い
う
偶
然
）
の
強
調
は
、
現
実
の
武
士
た
ち

の
戦
功
の
強
調
（
論
功
行
賞
）
と
は
、
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
視
点
に
も
配
慮
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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